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伊勢の元気さん！

中山  裕貴
　今月号では、昨年12月に開催された「全国小学生
バドミントン選手権大会」で全国優勝の栄冠に輝
いた中山裕貴君（有緝小6年）を紹介します。

くん

て
練
習
に
励
む
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

　

今
回
の
選
手
権
大
会
に
は
４

年
生
の
時
か
ら
出
場
し
て
い
ま

す
が
、
４
年
生
の
時
が
２
回
戦

敗
退
、
５
年
生
の
時
が
準
々
決

勝
敗
退
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

そ
し
て
最
上
級
生
に
な
っ
て

臨
ん
だ
今
回
の
選
手
権
大
会
。

順
当
に
勝
ち
進
め
ば
、
過
去
２

年
連
続
で
学
年
優
勝
し
て
い
る

強
敵
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

の
中
で
も
仲
の
良
い
選
手
と
、

準
決
勝
で
対
戦
す
る
組
み
合
わ

せ
で
し
た
。
中
山
君
は
「
ベ
ス

ト
４
に
行
っ
て
、
そ
の
子
と
試

合
を
し
て
、最
後
に
優
勝
す
る
」

こ
と
を
目
標
に
戦
い
、
見
事
、

準
決
勝
で
ラ
イ
バ
ル
と
の
接
戦

を
制
し
、
決
勝
で
も
逆
転
で
勝

利
を
収
め
て
全
国
一
位
の
栄
冠

を
手
に
し
ま
し
た
。

　

中
山
君
は
「
初
戦
は
緊
張
し

た
け
ど
、
２
回
戦
か
ら
は
落
ち

着
い
て
試
合
が
で
き
ま
し
た
。

優
勝
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
」

と
大
会
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

全
国
大
会
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ

ー
ム
の
合
宿
を
通
じ
て
「
全
国

に
友
達
が
増
え
た
」
と
言
う
中

山
君
は
、「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が

好
き
。
友
達
と
一
緒
に
い
る
の

が
楽
し
い
」
と
笑
顔
で
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
楽
し
さ
を

聞
く
と
、「
相
手
選
手
と
の
駆

け
引
き
を
し
な
が
ら
、
試
合
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
や
っ
て
み
る
と
奥
が
深
く

て
面
白
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
埼
玉
県
の
強
豪

中
学
に
進
学
し
、
親
元
を
離
れ

て
の
寮
生
活
に
な
る
中
山
君
。

「
み
ん
な
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

す
る
の
が
楽
し
み
」
と
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
新
し
い
生
活
に
心

を
躍
ら
せ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

将
来
の
夢
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
す
る
こ
と
」
と
目
を

輝
か
せ
る
中
山
君
。
伊
勢
の
地

か
ら
世
界
へ
羽
ば
た
こ
う
と
す

る
中
山
君
を
、
み
ん
な
で
応
援

し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
12
月
23
〜
27
日
に
静
岡

県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
21
回
全

国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会
」。
全
国
か
ら
ブ
ロ
ッ

ク
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
選
手
た

ち
が
一
堂
に
集
ま
り
、
日
本
一

を
か
け
て
競
う
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
最
高
峰
の
大
会
で
す
。

　

そ
の
選
手
権
大
会
の
男
子
シ

ン
グ
ル
ス
６
年
生
以
下
の
部
に

出
場
し
、
並
み
居
る
強
敵
と
の

戦
い
を
制
し
て
優
勝
し
、
見
事

小
学
生
日
本
一
と
な
っ
た
の
が

中
山
裕
貴
君
で
す
。

　

伊
勢
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

に
所
属
す
る
中
山
君
は
、
日
頃

か
ら
大
人
の
選
手
を
相
手
に
練

習
を
重
ね
て
力
を
付
け
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
全
国
大
会
に
出
場
し
、
好
成

績
を
収
め
て
き
た
中
山
君
は
、

そ
の
実
力
が
認
め
ら
れ
て
13
歳

以
下
の
全
国
選
抜
「
ジ
ュ
ニ
ア

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
」
の
メ
ン

バ
ー
に
選
ば
れ
、
全
国
の
有
力

選
手
た
ち
と
共
に
強
化
合
宿
や

海
外
遠
征
な
ど
に
参
加
し
、
さ

ら
に
技
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

　

中
山
君
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

始
め
た
の
は
小
学
１
年
生
の

時
。
お
姉
さ
ん
の
練
習
に
一
緒

に
付
い
て
行
く
よ
う
に
な
り
、

横
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
羽
根
を

打
っ
て
い
る
う
ち
に「
楽
し
い
」

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
始
め

た
そ
う
で
す
。

　

小
学
２
年
生
の
時
に
、
初
め

て
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
が
、
そ
の
大
会
で
は

負
け
て
し
ま
い
悔
し
い
思
い
を

し
た
そ
う
で
、
そ
の
事
を
き
っ

か
け
に
、
よ
り
一
層
が
ん
ば
っ

小学生バドミントン選手
ひろ　   き

「将来の夢は
　　　オリンピック選手」
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２
月
５
〜
11
日
に
開
催
さ
れ

た「
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」で
、

第
62
回
神
宮
式
年
遷
宮
を
奉
祝

す
る
大
雪
像
を
制
作
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
雪
が
こ
ん
な

に
立
派
な
大
雪
像
に
…
」
と
、

大
変
感
慨
深
い
気
持
ち
で
拝
見

し
ま
し
た
。
制
作
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

雪
ま
つ
り
は
、
毎
年
２
０
０

万
人
を
超
え
る
来
場
者
が
あ
る

と
の
こ
と
で
、
伊
勢
市
で
は
、

３
年
前
か
ら
雪
ま
つ
り
の
会
場

で
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
大
雪
像
が
展
示
さ
れ
る
こ

市長室
　から

と
と
な
っ
た
た
め
、
伊
勢
市
の

こ
と
を
よ
り
一
層
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
知
事
を
は
じ
め
関

係
者
の
皆
さ
ま
と
共
に
私
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
寒
さ
を

吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
熱
い
思
い

で
、
伊
勢
市
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
伊
勢
市
へ
の

関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
全

国
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
が
お
越

し
い
た
だ
け
る
こ
と
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

２
月
下
旬
か
ら
、
市
議
会
３

月
定
例
会
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
来
年
度
の
予
算
の

審
議
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進

め
る
た
め
に
は
多
く
の
財
源
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら

は
健
全
な
財
政
状
況
の
上
に
成

り
立
つ
も
の
で
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
財
政
健

全
化
を
図
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
の
例
が
総
人
件
費

の
削
減
で
す
。
市
町
村
合
併
後

の
行
財
政
改
革
に
お
い
て
、
一

般
会
計
の
職
員
数
は
平
成
18
年

か
ら
５
年
間
で
１
５
４
人
削
減

し
、
そ
の
他
の
取
り
組
み
も
含

め
る
と
給
与
費
は
累
計
で
約
40

億
円
削
減
し
ま
し
た
。

　

市
の
財
政
を
見
て
み
る
と
、

仕
事
を
進
め
て
い
く
上
で
借
り

入
れ
る
借
金
は
、
平
成
18
年
度

の
約
４
６
０
億
円
か
ら
平
成
23

年
度
の
約
４
８
０
億
円
と
、
約

20
億
円
増
え
ま
し
た
が
、
貯
金

は
約
１
２
３
億
円
か
ら
約
１
９

４
億
円
と
、
約
71
億
円
増
や
す

こ
と
が
で
き
、
差
し
引
き
で
約

51
億
円
の
財
政
改
善
が
で
き
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
将
来
に
向

け
て
、
公
共
施
設
の
在
り
方
に

つ
い
て
見
直
す
時
期
が
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

伊
勢
市
で
は
、
昭
和
40
年
代

か
ら
多
く
の
公
共
施
設
が
建
て

ら
れ
、
そ
の
数
は
１
０
０
０
棟

以
上
に
及
び
ま
す
。
そ
の
多
く

が
老
朽
化
し
、
更
新
時
期
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
施
設
の
現
状
を

知
り
、
在
り
方
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
す
る
た
め
、
昨
年
、「
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
白
書

に
よ
り
、
こ
の
ま
ま
全
て
の
施

設
を
更
新
す
る
と
、
毎
年
約
40

億
円
も
の
費
用
が
必
要
と
な
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
子
ど
も
た
ち

の
将
来
に
つ
け
を
残
さ
な
い
よ

う
、
真
剣
に
検
討
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
、
ム
リ･

ム
ダ
・
ム

ラ
を
無
く
し
て
健
全
な
伊
勢
市

を
作
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ま
や
議
会
の
皆
さ
ま

と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、
地
域

の
課
題
解
決
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

職員数と給与費の推移（一般会計）
80億円

給与費 職員数

1,200人

1,000人

800人

600人

400人

200人

0人

60億円

40億円

20億円

0円 H18 H19 H20 H21 H22 H23

給
与
費

職
員
数

市の貯金（基金の年度末残高）（億円）
250

200

150

100

50

H18 H19 H20 H21 H22 H23
0

市の借金（市債の年度末残高）（億円）
600

500

400

300

200

100

0
H18
交付税措置による負担軽減
残高に占める市の実負担額

H19 H20 H21 H22 H23

雪まつり会場で伊勢市の観光ＰＲ
をしてきました
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住所異動・
証明書交付の

住所異動について　…………………………………　戸籍住民課届出係（☎㉑5553）
証明書交付・印鑑登録・自動交付機について　…　戸籍住民課証明係（☎㉑5547）

　春は、転勤や就職・進学などで、引っ越しが多い時季です。引っ越しなどで住所が変
わる場合は、必ず届け出をしてください。
　また、３～４月は窓口が混雑するため、届け出や証明書（住民票・戸籍謄抄本・身分
証明書など）交付申請などの手続きは、時間に余裕を持ってお越しください。

受付窓口
戸籍住民課、各総合支所生活福祉課、各支所

受付時間
月曜日～金曜日、午前8時 30分～午後5時 15分
（戸籍住民課のみ月曜日は午後7時まで）

手続きができる人

※世帯が違う人は委任状が必要です。
※同一世帯の人は、異動する本人または世帯主の印鑑
　を持参すれば委任状は不要です。

転出 市内から市外に住所
を移すとき  転入 市外から市内に住所

を移したとき 転居 市内で住所を移した
とき

届け出
期　間 転出するおおむね２週間前から 住み始めてから14日以内 新しい住所地に住み始めてから

14日以内

持ち物

 該当する物  
 を持参

 ●印鑑
 ●印鑑登録証または

　いせ市民カード
 ●住民基本台帳カード
 ●国民健康保険証
 ●後期高齢者医療被保険者証
 ●各種医療費助成の受給資格証
 ●介護保険被保険者証
 ●寿バス券（回数券）

 ●転出証明書
 ●印鑑
 ●国民年金手帳
 ●住民基本台帳カード

 ●印鑑
 ●住民基本台帳カード
 ●国民健康保険証
 ●後期高齢者医療被保険者証
 ●各種医療費助成の受給資格証
 ●介護保険被保険者証

※住民基本台帳カードを持っている人が住所異動する場合は特例がありますので、戸籍住民課届出係へ問い合わせてください。
※外国人住民は持ち物が異なる場合がありますので、戸籍住民課届出係へ問い合わせてください。
※住所異動の届け出が遅れたときは、５万円以下の過料が科せられる場合があります。

（　　　　　　　　　　　　　） （　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　）

住所異動の手続き

　住所異動の届け出や証
明書の交付申請の際には、
受付窓口へ来た人の本人
確認が必要です。

本人確認に必要な持ち物
　公的な顔写真付き身分証明書
（運転免許証・パスポートなど）
※これらの身分証明書がない人
　は、健康保険証・年金手帳・
　介護保険証・学生証などを２
　種類持参してください。

本人確認

異動する本人または世帯主

日本国旅　券

JAPANPASSPORT

手続きはお早めに！
春は

引っ越しの
時季
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証明書 内容 委任状の要否 申請場所

戸
籍
関
係
・
身
分
証
明
書

戸籍 現在の状態のもの 本人・配偶者・直系尊属（父母・祖父
母など）・直系卑属（子・孫など）が
窓口へ来る場合は不要。
それ以外は必要。 本籍地のある

市区町村

除籍 死亡などで、構成員全員が除かれたもの

改製原戸籍 法改正による新製戸籍の前の戸籍

戸籍の附票 戸籍が作られてからの住所の変更履歴

身分証明書

 ・ ・禁治産者・準禁治産者の宣言、後見登記の
　通知を受けていないことの証明
 ・ ・破産宣告または破産手続き開始決定の通知
　を受けていないことの証明

本人が窓口へ来る場合は不要。
それ以外は必要。

受理証明書 主に婚姻届などを受理したという証明書
届け出人が窓口へ来る場合は不要。
それ以外は必要。

届書を提出し
た市区町村届書記載事項

証明書
届書に記載のあることの証明
※「死亡診断書の写し」を含む。

原則非公開（必要な場合は事前に問い
合わせてください。使用目的によって
は交付できる場合があります）

※相続などの際、相続人を特定するために死亡した人の「出生から死亡までの一括した戸籍」が必要な場合は、窓口へ
　申し出てください。
《証明書の種類》
　・謄本…構成員全員が記載されたもの　　　・抄本…構成員のうち、必要とする人のみが記載されたもの

住
民
票
関
係

住民票
住所などを証明するもので、世帯ごとに作成さ
れるもの

本人・必要な人と同一世帯の人が来る
場合は不要。
それ以外は必要。

住民登録のあ
る市区町村

住民票コード
入り住民票

11桁の住民票コードが入ったもの
（主に、公的年金関係の申請の場合に発行）

住民票記載
事項証明書

住民票に記載されている内容を証明するもの
※所定の用紙がある場合は持参してください。

広域交付
住民票

住民登録地以外で発行するもの
※本籍地の記載ができないなど、証明事項に制
　限があります。
※公的な顔写真付き身分証明書（顔写真付き住
　民基本台帳カード・運転免許証・パスポート
　など）を提示できる人のみ申請できます。

本人・必要な人と同一世帯の人が来る
場合は不要。
それ以外の人には発行できません。

住民登録地以
外の市区町村

※住民票には住所、氏名、生年月日、性別、通称名（外国人のみ）が記載されます。また、本籍・外国籍、続柄、前
　履歴の記載を追加することができ、さらに外国人は在留関連情報、中長期滞在・特別永住などの区分、片仮名併記
　名を記載することができます。事前にどの記載が必要か確認してください。
《証明書の種類》
　・謄本…世帯員全員が記載されたもの　　　・抄本…世帯員のうち、必要とする人のみが記載されたもの
　・除票…死亡や市外への転出で、現在の住民登録から除かれている人のもの

印鑑登録証明 実印であることの証明書

窓口へ来る人に印鑑登録証（カード）
を渡すことで委任行為となるため不要。
※印鑑登録証（カード）の提示がない
　場合は発行できません。

住民登録のあ
る市区町村

　自動交付機を利用すれば、申請書の記入や本人確認の必要な
く、次の証明書を取得することができます。混雑時や閉庁日に
利用すると便利です。

混雑時にはぜひ
自動交付機のご利用を！ 自動交付機（平成23 年度）

維持管理費 約527万円、利用件数 23,655件

・市役所本館・玄関
・二見総合支所・１階入り口横
・小俣総合支所・玄関
・御薗総合支所・玄関横

利用
時間

午前７時～午後８時
（１月１日～３日は利用停止）

取得
できる
書類

・住民票の写し
   カード名義人・カード名義人と同一世 
   帯の人の分
　※前履歴・住民票コード入りの住民票
　　が必要な場合は、窓口へお越しくだ
　　さい。

・印鑑登録証明書（カード名義人の分）

設置
場所

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

いせ市民
カード

旧いせ市民
カード

おばたタウン
カード

※窓口へ来る人によって、委任状が必要な場合と不要な場合があります。
※委任状の用紙は受付窓口にあります。また、市のホームページに掲載
　しています。

住民基本台帳カード
は利用できません

　自動交付機を利用するためには、
暗証番号を登録した次のカードが
必要です。

証明書の交付申請
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こども課（☎㉑5561）
神田小児科（☎㉒4545）

　

病
児
保
育
エ
ン
ゼ
ル
は
、
病

気
の
た
め
に
集
団
保
育
が
で
き

な
い
子
ど
も
を
、
看
護
師
・
保

育
士
が
一
時
的
に
お
世
話
す
る

施
設
で
す
。

　

病
院
に
入
院
す
る
必
要
は
な

い
け
れ
ど
、
集
団
保
育
や
登
校

が
で
き
な
い
状
態
で
、
保
護
者

が
仕
事
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
子

ど
も
を
預
か
っ
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
神
田
小
児
科
に
委
託
し

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
て
困

っ
た
と
き
は
、
病
児
保
育
エ
ン

ゼ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所 在 地 　河崎1丁目12－12（神田小児科横）
電話番号　神田小児科（☎㉒4545）、病児保育エンゼル（☎⑳6512）
利用日時　月曜日～金曜日、8:30～17:30
　　　　　（祝日、8月13日～15日、12月29日～1月3日を除く）
　　　　　※木曜日は、前日に利用した人または前日に事前診察を受けた

　　　　　　人に限ります。

　　　　　※利用できるのは、原則として連続7日間以内です。
対　　象　小学6年生まで
利用できる病気　風邪、腹痛、水ぼうそう、はしか、風疹、おたふくかぜ、
　　　　　　　　インフルエンザの後期、ぜんそく、肺炎、骨折、やけどなど

定　　員　1日につき4人
利用料金　・・所得税課税世帯…1日につき1,500円
　　　　　・　　　　　・所得税非課税世帯…1日につき1,000円
　　　　　・　　　　　・生活保護世帯・市民税非課税世帯…無料

　　　　　※後日、利用料金の納付書を送付しますので、金融機関などで

　　　　　　支払ってください。

　　　　　※食事代・おやつ代・診療代・時間外費用が別途必要です。こ

　　　　　　れらは利用時に支払ってください。

病児保育エンゼル

利
用
方
法

▼
事
前
登
録

　

こ
ど
も
課
ま
た
は
神
田
小
児

科
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。（
利

用
す
る
当
日
で
も
登
録
可
能
）

持
ち
物　

印
鑑

▼
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
ら

　

神
田
小
児
科
へ
連
絡
の
上
、

利
用
申
請
書
を
提
出
し
て
診
察

を
受
け
て
か
ら
、
子
ど
も
を
預

け
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

印
鑑
、健
康
保
険
証
、

母
子
健
康
手
帳
、
各
種
受
給
資

格
証
、
服
用
し
て
い
る
薬（
座

薬
を
含
む
。
他
の
医
療
機
関
に

か
か
っ
て
い
る
場
合
は
処
方
内

容
書
も
必
要
）、
哺
乳
瓶
、
ミ

ル
ク
、
着
替
え（
楽
な
服
装
）、

お
む
つ
、
タ
オ
ル
、
食
事
用
エ

プ
ロ
ン
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
２
〜
３

枚予
算
額〔
平
成
24
年
度
〕  

１
１
４
６

万
９
千
円
（
委
託
料
な
ど
）

病児保育エンゼルの
ご利用を
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生活に困窮したらご相談を

生活保護制度
生活支援課（☎㉑5556）

　

生
活
保
護
制
度
は
、
憲
法
で

定
め
る
生
存
権
に
基
づ
き
、
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
人
に
対
し

て
必
要
な
保
護
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
最
低
限
度
の
生
活
を
保

障
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
人
の

自
立
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
す

る
制
度
で
す
。

　

生
活
保
護
は
「
最
後
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト（
安
全
網
）
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
利
用
で

き
る
資
産
や
能
力
な
ど
を
全
て

活
用
し
て
も
な
お
生
活
に
困
窮

し
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な
り

ま
す
。

　

つ
ま
り
、
生
活
保
護
を
受
け

よ
う
と
す
る
前
に
、
生
活
に
必

要
の
な
い
資
産
を
売
却
し
、
年

金
・
手
当
な
ど
の
公
的
扶
助
を

受
け
、
働
く
こ
と
が
で
き
る
人

は
そ
の
能
力
を
活
用
し
て
働

き
、
ま
た
、
民
法
で
定
め
る
扶

養
義
務
者
に
よ
る
扶
養
を
受
け

る
こ
と
を
優
先
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
困
窮

状
態
に
あ
る
と
き
は
、
生
活
保

護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
護
費
は
、
世
帯
単
位
で
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

国
が
定
め
る
基
準
額（
最
低

生
活
費
）
を
上
限
と
し
、
そ
の

基
準
額
か
ら
公
的
扶
助（
年
金
・

手
当
な
ど
）・
仕
送
り
・
給
料

な
ど
の
収
入
合
計
額
を
差
し
引

い
た
不
足
分
が
保
護
費
と
し
て

給
付
さ
れ
、
生
活
費
に
充
て
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

働
く
こ
と
が
で
き
る
人
が
就

労
せ
ず
に
生
活
保
護
を
受
け
続

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
働
く
こ
と
が
で

き
る
人
が
保
護
を
受
け
た
場
合

は
、
就
労
に
向
け
た
指
導
・
指

示
を
受
け
、
そ
の
上
で
も
就
労

し
な
い
状
態
を
継
続
す
る
場
合

は
、
保
護
の
停
止
・
廃
止
に
至

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

保
護
を
受
け
て
い
る
間
は
、

自
動
車
の
使
用
は
基
本
的
に
制

限
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
借
金
で

困
窮
し
て
い
る
場
合
は
、
保
護

費
を
返
済
に
充
て
る
と
生
活
が

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
債
務
整

理
を
促
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

生
活
保
護
制
度
で
は
、
受
給

者
が
自
立
に
向
け
た
活
動
を
行

い
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を

維
持
し
て
い
け
る
よ
う
、
保
護

費
の
支
給
と
併
せ
、
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
が
生
活
環
境
の
確
認
を

し
た
り
、
相
談
を
受
け
た
り
し

な
が
ら
、
時
に
は
指
導
を
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

不
正
行
為
に
つ
い
て
の
通
報

が
あ
っ
た
場
合
や
、
訪
問
調
査

で
疑
義
の
あ
る
と
き
な
ど
は
、

事
実
関
係
の
調
査
を
行
っ
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
保
護
費
の
返

還
を
求
め
、
不
正
の
再
発
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

生
活
保
護
制
度
は
、
福
祉
事

務
所
の
指
導
・
支
援
に
よ
り
最

低
限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
た

め
の
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
生
活
が
困
窮
状
態
に
あ
る

人
は
、
早
急
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

生
活
保
護
を
受
け
る
状
況
に

至
ら
な
い
ま
で
も
、
失
業
し
て

家
賃
を
支
払
え
な
い
場
合
に
、

住
宅
手
当
と
し
て
基
準
額
を
上

限
に
家
賃
額
を
支
給
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
安
定
し
た
居

住
地
の
確
保
と
就
労
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
自
立
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

期
限
付
き
の
制
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
生
活
支
援

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業

住
宅
手
当
支
援
制
度
も

あ
り
ま
す

生
活
保
護
制
度
と
は
？

生
活
保
護
を
受
け
る
要
件
は
？

給
付
さ
れ
る
保
護
費
は
？

保
護
中
の
制
約
や
指
導

生
活
に
困
っ
た
ら
ご
相
談
を
！
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往
復
は
が
き
の
書
き
方

予
算
額〔
平
成
24
年
度
〕
７
０
３
万
３
千
円

サンライフ伊勢　平成25年度前期教室　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　   （敬称略）
教室名 講師 開催日 時間 開講日 回数 定員 受講料

趣
味
づ
く
り

陶芸 奥田　丈士 第1・3月曜日 18：30～20：30 4／1 12回 30人 3,600円
パッチワーク 上田 理恵子 第2・4水曜日 10：00～12：00 4／10 12回 35人 4,100円
ペン習字 髙尾　紫岳 第1・3木曜日 10：00～12：00 4／4 12回 40人 4,100円
絵手紙 小西 伊津子 第2・4木曜日 10：00～12：00 4／11 12回 30人 4,100円

カラオケ

１ 中山　　茂 毎週水曜日 13：30～15：30 4／3 21回 54人 6,800円
２ 森山　孝志 毎週水曜日 18：30～20：30 4／3 21回 54人 6,800円
３ 更家　みほ 毎週木曜日 18：30～20：30 4／4 21回 54人 6,800円

型紙 鮎澤　行彦 第2・4金曜日 13：30～15：30 4／12 12回 35人 4,100円
実用書道 髙尾　紫岳 第1・3土曜日 10：00～12：00 4／6 12回 40人 4,100円
茶道（裏千家） 山本　宗藤 第1・3月曜日 10：00～12：00 4／1 12回 25人 4,100円

健
康
づ
く
り

卓球
１ 中島　良浩 毎週水曜日 13：30～15：30 4／10 21回 35人 6,800円
２ 田畑　　浩 毎週金曜日 12：45～14：45 4／5 21回 35人 6,800円

気功 原　　宣之 毎週木曜日 13：30～15：00 4／4 21回 40人 6,800円
３B体操 寺田　育子 毎週金曜日 15：00～16：00 4／5 21回 40人 6,300円
ヨガ 山下　ミキ 毎週土曜日 13：30～14：30 4／6 21回 25人 6,800円

太極拳（楊
よう

名
めい

時
じ

）
１ 浜千代 悦子 毎週木曜日  9：45～10：45 4／4 21回 50人 6,300円
２ 髙橋　洋子 毎週土曜日  9：45～10：45 4／6 21回 50人 6,300円

レクダンス 平沼 美智子 毎週土曜日 13：30～14：30 4／6 21回 50人 6,300円
姿勢の歪み改善
FSSストレッチ 辻出　美香 第2・4土曜日 11：00～12：00 4／13 12回 50人 3,600円

姿勢改善
FSSストレッチ 金川　久恵 第1・3水曜日 19：30～20：30 4／3 12回 50人 3,600円

FSS
親子ストレッチ

金川　久恵 第2・4日曜日 10：00～11：00 4／14 12回 30組 5,400円

※講師・日程などは、変更する場合があります。また、受講希望者が少ない教室は開催しない場合があります。
※受講料のほか、別途教材費などが必要となる教室があります。

平
成
25
年
度
前
期（
４
月
〜
９
月
）

教
室
の
受
講
者
を
募
集

対
象　

18
歳
以
上
の
人

※
Ｆ
Ｓ
Ｓ
親
子
ス
ト
レ
ッ
チ
は
、
５
歳

〜
中
学
３
年
生
の
子
ど
も
と
保
護
者
の

２
人
１
組
。

申
し
込
み　

３
月
11
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
下
図

参
照
）
を
記
入
し
、
サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢

へ※
１
つ
の
教
室
に
つ
き
１
枚
し
か
申
し

込
め
ま
せ
ん
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
公
開
抽
選
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、初
め
て
の
人
や
、

平
成
23
年
度
後
期
・
平
成
24
年
度
前
期
・

後
期
の
３
期
の
う
ち
受
講
経
験
が
１
期

以
内
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

■
公
開
抽
選

と
き　

３
月
12
日
㈫
、
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢

※
受
講
の
可
否
は
、
返
信
用
は
が
き
で

通
知
し
ま
す
。

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
（
☎
㉘
１
２
６
６
）

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢

※FSS親子ストレッチについて、氏名・住所・
　年齢・性別は２人分記入してください。

NEW

NEW
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清
掃
課
（
☎
㉑
５
５
４
３
）

　

「
平
成
25
年
度
版
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
」
と
「
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
」
を
、「
広
報
い
せ
」

３
月
１
日
号
と
同
時
配
布
し
ま

し
た
。

　

他
の
地
区
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が

必
要
な
場
合
は
、
清
掃
課
・
環

境
課
・
各
総
合
支
所
・
各
支
所

で
お
渡
し
し
ま
す
。

※
「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
と
「
ご

み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
　

 

平
成
25
年
度
版

　
　

 

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
印
刷
費  

約
１
７
８
万
５
千
円
（
う
ち
広
告
収

入
60
万
円
）

時
45
分

搬
入
料
金　

10
㎏
に
つ
き
１
０

５
円（
10
円
未
満
切
り
捨
て
）

粗
大
ご
み
と
は

　

指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
大

き
さ
の
燃
え
る
ご
み
、
長
さ
60

㎝
〜
４
ｍ
の
木
の
枝
類（
太
さ

は
10
㎝
以
下
）、
一
番
長
い
辺

が
60
㎝
以
上
の
金
属
類
の
こ
と

で
す
。

　

家
電
４
品
目（
エ
ア
コ
ン
、

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）
や
家

庭
用
パ
ソ
コ
ン
、
オ
ー
ト
バ
イ

な
ど
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
が

定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
清
掃

工
場
へ
の
搬
入
が
で
き
ま
せ

ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

３
〜
４
月
は
、転
勤
や
就
職
・

進
学
な
ど
に
よ
り
、
引
っ
越
し

が
多
く
な
る
時
季
で
す
。
引
っ

越
し
の
時
に
出
た
ご
み
は
、
き

ち
ん
と
分
別
し
て
適
切
に
処
理

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
源
物
を
地
域
の
回
収
日
に

出
せ
な
い
場
合
は
、
資
源
拠
点

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
燃
え
る
ご
み
や
缶
・

金
属
類
の
量
が
多
い
場
合
、
粗

大
ご
み
を
処
分
し
た
い
場
合
は
、

清
掃
工
場（
西
豊
浜
町
６
５
３
、

☎
37
１
２
１
８
）
へ
直
接
搬
入

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

受
入
時
間　

平
日
、
午
前
８
時

30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４

引
っ
越
し
す
る
時
の
ご
み
は

適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い

搬
入
で
き
な
い
品
目
が

あ
り
ま
す

　

春
の
火
災
予
防
運
動
は
、
皆

さ
ん
の
火
災
予
防
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心
と

す
る
死
者
を
減
ら
す
と
と
も
に
、

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

春
浅
く
、
ま
だ
風
が
冷
た
く

感
じ
ら
れ
る
こ
の
季
節
は
、
ま

だ
ま
だ
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
で
す
。
一
人
一
人
が
火
災

予
防
に
心
掛
け
、
尊
い
命
と
貴

重
な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

住宅防火

命を守る７つのポイント
○寝たばこは絶対にやめる

○ストーブは燃えやすい物から離れ

　た位置で使う

○ガスこんろなどのそばを離れると

　きは、必ず火を消す

３つの習慣

○逃げ遅れを防ぐために住宅用火災

　警報器を設置する

○寝具・衣類・カーテンは防炎品を

　使用する

○火災が小さいうちに消火できるよ

　う、住宅用消火器などを設置する

○高齢者や体の不自由な人を守るた

　めに、隣近所の協力体制をつくる

 4つの対策

３
月
１
日
金
〜
７
日
木

全
国
一
斉 

春
の
火
災
予
防
運
動

消
す
ま
で
は  

出
な
い
行
か
な
い  

離
れ
な
い

消
防
本
部
予
防
課
（
☎
㉕
１
２
６
８
）

　住宅用火災警報器を
　設置しましょう！

　全ての住宅に、住宅用

火災警報器の設置が義務

付けられています。まだ

設置していない家庭は、

早期に設置してください。

平
成
24
年
度
全
国
統
一
標
語
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シ
リ
ー
ズ
防
災

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
３
）

　

 

東
南
海
地
震

　

 

発
生
確
率
が
上
昇
！

　

地
震
調
査
委
員
会
で
は
、
主

要
な
活
断
層
や
海
溝
型
地
震

（
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に
伴

う
地
震
）の
活
動
間
隔
、
次
の
地

震
の
発
生
可
能
性（
場
所
や
規

模
）
な
ど
を
評
価
し
、
地
震
の

発
生
確
率
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
１
月
１
日
時
点
で
の

東
南
海
地
震
の
発
生
確
率
が
、

次
の
と
お
り
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

 

防
災
対
策

 

〜
積
極
的
に
取
り
組
も
う
〜

　

食
糧
の
備
蓄
や
非
常
持
ち
出

し
袋
の
準
備
も
重
要
な
こ
と
で

す
が
、
第
一
に
考
え
て
ほ
し
い

の
が
「
住
ま
い
の
耐
震
化
」
と

「
家
具
類
の
転
倒
防
止
」で
す
。

　

家
屋
を
補
強
す
る
こ
と
で
、

地
震
に
よ
る
倒
壊
を
あ
る
程
度

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

家
具
な
ど
の
転
倒
を
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
避
難
経
路

を
ふ
さ
が
れ
る
こ
と
な
く
、
揺

れ
が
収
ま
っ
た
後
に
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

過
去
の
災
害
に
よ
る
犠
牲
を

無
駄
に
せ
ず
、
教
訓
と
し
て
生

か
す
た
め
に
も
、
各
家
庭
で
の

対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

東
南
海
地
震
が
今
後
30
年
以
内

に
発
生
す
る
確
率

変
更
前
…
70
％
程
度

変
更
後
…
70
〜
80
％
程
度

　

今
回
は
、「
山
田
奉
行
所
記

念
館
」
の
辻
村
修
一
さ
ん
か
ら

の
情
報
で
す
。

伊勢まるごと

博物館
だより⑪

文化振興課内・伊勢まるごと博物館
ネットワーク会議事務局（☎㉒7885）

　

伊
勢
市
を
流
れ
る
宮
川
は
、

国
土
交
通
省
の
調
査
で
、
何
度

か
「
清
流
日
本
一
」
に
選
ば
れ

た
川
で
す
。こ
の
宮
川
の
水
は
、

飲
料
水
・
農
業
用
水
・
水
力
発

電
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

か
つ
て
は
、
上
流
の
村
々
と
山

田
・
大
湊
を
結
ぶ
水
運
に
利
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
は
、
昭
和
20

年
代
に
姿
を
消
し
た
「
宮
川
の

　

  　
冬
季
特
別
展

　
 　

宮
川
の
水
運

水
運
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

失
わ
れ
た
人
々
の
生
活
に
思
い

を
は
せ
、
そ
の
歴
史
を
検
証
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

展
示
の
構
成
は
、
①
江
戸
期

以
前
の
水
運
、
②
明
治
以
降
の

水
運
、
③
宮
川
の
渡
し
の
３
部

か
ら
成
り
ま
す
。

　

①
江
戸
期
以
前
の
水
運
で

は
、
宮
川
の
大
掛
か
り
な
水
運

は
御み

杣そ
ま

山（
神
宮
式
年
遷
宮
の

御
用
材
を
切
り
出
す
山
）
が
宮

川
上
流
に
移
っ
た
こ
と
で
始
ま

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
流
域
に
紀

州
藩
田
丸
領
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
紀
州
藩
の
意
向
で
上
流
か

ら
杉
・
桧
な
ど
が
切
り
出
さ
れ
、

筏
で
大
湊
ま
で
運
ば
れ
た
こ

と
、
中
流
で
は
木
炭
や
薪
が
生

産
さ
れ
、
鵜
飼
船
で
山
田
へ
運

ば
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

②
明
治
以
降
の
水
運
で
は
、

関せ
き

場ば

（
上
・
中
流
か
ら
の
物
資

を
受
け
入
れ
た
宮
川
の
河
岸
）

の
こ
と
や
、
荷
物
や
人
を
運
ん

だ
筏
や
鵜
飼
船
の
こ
と
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

③
宮
川
の
渡
し
で
は
、
江
戸

期
を
中
心
に
、
た
く
さ
ん
の
参

宮
客
を
渡
し
た
下し

も

の
渡
し
・
上か

み

の
渡
し
の
様
子
や
、
渡
し
賃
・

渡
し
の
仕
事
な
ど
を
め
ぐ
る
経

緯
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

所 在 地　御薗町上條1602
電話番号　368833
開館時間　9:00～16:00
休 館 日　毎週火曜日
入 館 料　無料

山田奉行所記念館

冬
季
特
別
展

と
き　

３
月
31
日
㈰
ま
で（
火

曜
日
を
除
く
）

瀧原宮付近の宮川上流渓谷の絵図

東南海地震　紀伊半島沖
から遠州灘にかけての海
域で周期的に発生する海
溝型地震で、地震の規模
がマグニチュード８以上に
達する巨大地震。約100～
150年間隔で発生してい
る。前回は、1944（昭和19）
年12月７日・午後１時36分
ごろに発生。
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1944年の東南海地震時の尾鷲市内の
被害状況（写真：太田金典さん）

　

気
象
庁
で
は
、
津
波
警
報
を

発
表
す
る
際
、
こ
れ
ま
で
は
予

想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
を
併
せ

て
発
表
し
て
き
ま
し
た
が
、
巨

大
地
震
の
場
合
は
正
し
い
地
震

伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

ミーポくん

　

歩
行
者
事
故
に

　

遭
わ
な
い
た
め
に
！

　

歩
行
者
が
、
道
路
横
断
中
に

交
通
事
故
に
遭
う
事
例
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
悲
惨
な
交

通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
歩
行

者
の
皆
さ
ん
は
次
の
こ
と
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

◆
「
み
る
」

・
周
り
を
「
観み

る
」
…
道
路
を

渡
る
前
に
周
囲
を
確
認
し
、
近

く
に
信
号
機
や
横
断
歩
道
が
あ

れ
ば
、
少
し
遠
回
り
を
し
て
で

も
そ
こ
へ
行
っ
て
渡
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
右
か
ら
「
視み

る
」
…
危
険
が

よ
り
切
迫
し
て
い
る
右
方
向
の

安
全
を
ま
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
あ
っ
ち
こ
っ
ち
「
覧み

る
」
…

道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
渡
り

終
え
る
ま
で
油
断
せ
ず
、
近
づ

い
て
来
る
車
に
目
配
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

◆
「
待
つ
」

　

近
づ
い
て
来
る
車
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
が
遠
く
に
見
え
て
い
て
も

通
り
過
ぎ
る
ま
で
待
つ
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◆
「
止
ま
る
」

　

い
き
な
り
道
路
を
渡
り
始
め

ず
、
道
路
の
脇
で
必
ず
止
ま
り

ま
し
ょ
う
。

◆
「
確
か
め
る
」

　

車
の
通
り
が
少
な
い
と
き
ほ

ど
、
油
断
せ
ず
に
し
っ
か
り
と

安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
車
が
通
り
過
ぎ
て
も
す
ぐ

に
渡
り
始
め
ず
、
再
度
、
ほ
か

の
車
が
来
て
い
な
い
か
を
確
か

め
ま
し
ょ
う
。

　

伊
勢
警
察
署
で
は
、今
年
度
、

警
察
署
協
議
会
を
こ
れ
ま
で
に

３
回
開
催
し
、
年
間
テ
ー
マ
で

あ
る
「
安
全
で
快
適
な
交
通
環

境（
交
通
安
全
施
設
）
」
に
つ

い
て
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　

前
回
は
「
交
通
安
全
施
設
の

要
望
に
対
す
る
対
応
状
況
」
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
、
交
通
安

全
施
設
の
要
望
か
ら
設
置
ま
で

の
手
続
き
の
流
れ
な
ど
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
、「
未
実
施

の
施
設
に
対
す
る
今
後
の
対

応
」「
横
断
歩
道
に
お
け
る
高
齢

者
や
障
が
い
者
用
の
施
設
の
設

置
基
準
」
な
ど
に
つ
い
て
の
意

見
・
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、県
道
伊
勢
松
阪
線（
伊

勢
南
北
幹
線
道
路
）
に
新
た
に

設
置
さ
れ
た
中
島
北
交
差
点
の

視
察
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
回
警
察
署
協
議
会
は
２

月
28
日
に
開
催
を
予
定
し
て
お

り
、
今
年
度
の
総
括
と
今
後
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
協
議

す
る
予
定
で
す
。

伊
勢
警
察
署
協
議
会
で

交
通
安
全
施
設
に
つ
い
て
協
議

　市では、防災行政無線設備のデジタル化
を進めています。
　これに伴い、二見町・小俣町で利用して
いる「戸別受信機」が平成26年1月1日以降、
御薗町で利用している「ケーブルテレビ防
災システム」が平成26年４月１日以降は、
利用できなくなります。
※戸別受信機やケーブルテレビ防災システ
ムの回収方法などについては、今後「広
報いせ」などでお知らせします。
※御薗町在住の人で、平成26年４月１日以
降も引き続きケーブルテレビでテレビを
視聴する場合は、視聴料が必要になりま
す。（現在、㈱アイティービーの多チャ
ンネル契約をしている人は、料金の変更
はありません）

 防災行政無線の 「戸別受信機」と
 「ケーブルテレビ防災システム」  が

利用できなくなります

規
模
を
す
ぐ
に
推
定
で
き
な
い

た
め
、
３
月
７
日
か
ら
は
、
予

想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
に
つ
い

て
、
数
値
で
は
な
く
、
大
津
波

警
報
で
は
「
巨
大
」、
津
波
警

報
で
は
「
高
い
」
と
い
う
言
葉

で
発
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
津
波
が
観
測
さ
れ
た

と
き
に
は
、
観
測
さ
れ
た
津
波

の
高
さ
を
見
て
、
こ
れ
が
最
大

だ
と
誤
解
し
な
い
よ
う
に
、
津

波
の
高
さ
を
数
値
で
表
さ
ず
に

「
観
測
中
」
と
発
表
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
発
表
が
さ
れ
た
場

合
は
、
大
き
な
津
波
が
来
る
と

考
え
て
警
戒
し
ま
し
ょ
う
。

  

津
波
警
報
の

  

発
表
方
法
が
変
わ
り
ま
す
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ト ピ ア だ よ り
生涯学習センターいせトピア（☎㉑0900）

まな坊

　

今
月
号
で
は
、「
平
成
25
年

度
第
１
期
い
せ
ト
ピ
ア
セ
ン
タ

ー
講
座
」
の
受
講
生
募
集
と
、

い
せ
ト
ピ
ア
に
関
す
る
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

指
定
管
理
委
託
料
〔
平
成
24
年
度
〕

　

７
８
０
０
万
円

利
用
者
数
〔
平
成
23
年
度
〕

　

約
18
万
２
千
人

平
成
25
年
度
第
1
期

い
せ
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
講
座

　

17
〜
20
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お

り
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
お
り
、
中
学
校

を
卒
業
し
て
い
る
人

※
子
ど
も
向
け
講
座
に
つ
い
て

は
、
講
座
案
内（
20
ペ
ー
ジ
参

照
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

３
月
８
日
㈮（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項（
左
図
参

照
）
を
記
入
し
、
い
せ
ト
ピ
ア

へ※
１
人
何
講
座
で
も
応
募
で
き

ま
す
が
、
１
枚
の
往
復
は
が
き

で
１
人
１
講
座
の
申
し
込
み
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
一
講
座

へ
の
重
複
申
し
込
み
は
無
効
と

な
り
ま
す
。

※
過
去
３
年（
平
成
22
〜
24
年

度
）
に
受
講
し
た
こ
と
の
あ
る

人（
受
講
途
中
で
キ
ャ
ン
セ
ル

し
た
人
を
含
む
）
は
、
同
一
講

座
へ
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。（
NEW
が
付
い
て
い
る
講
座

は
申
し
込
み
可
）

※
応
募
者
以
外
の
人
は
受
講
で

き
ま
せ
ん
。

往信用　表

〒516 － 8520

いせトピア
　　　講座係

何も記入しないで
ください。

返信用　裏

返信用　表

〒□□□－ □□□□

住　所
　氏　名　様

①講座No.
②講座名
③住所
④氏名（ふりがな）
⑤年齢（子ども向け講座は
　新学年を記入）
⑥性別
⑦電話番号（連絡がつきや
　すい番号）
⑧市外在住の場合、勤務先
　と電話番号を記入
⑨子ども向け講座は保護者
　の氏名を記入
⑩子ども書道講座は子ども
　の利き手を記入

往信用　裏

往復はがきの書き方

■
抽
選
に
つ
い
て

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
公

開
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

公
開
抽
選
は
、３
月
15
日
㈮
・

午
後
２
時
か
ら
、い
せ
ト
ピ
ア
・

１
階
ふ
れ
あ
い
広
場
で
行
い
ま

す
。

■
受
講
可
否
の
お
知
ら
せ

　

受
講
可
否
は
、
応
募
者
全
員

に
返
信
用
は
が
き
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
３
月
21
日
㈭
ま
で
に

返
信
用
は
が
き
が
届
か
な
い
場

合
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
２
次
募
集
に
つ
い
て

　

定
員
に
満
た
な
い
講
座
は
、

２
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

３
月
22
日
㈮
か
ら
講
座
開
講

日
の
１
週
間
前
ま
で
、
電
話
ま

た
は
い
せ
ト
ピ
ア
窓
口
で
先
着

順
に
受
け
付
け
ま
す
。（
受
付

時
間

：

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

10
時
）

※
２
次
募
集
に
つ
い
て
は
、
受

付
後
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん
の

で
、
日
程
・
準
備
物
な
ど
は
各

自
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
２
次
募
集
に
つ
い
て
は
、
過

去
に
同
一
講
座
を
受
講
し
た
人

も
申
し
込
め
ま
す
。

■
講
座
の
中
止
に
つ
い
て

　

２
次
募
集
を
し
て
も
10
人
に

満
た
な
い
講
座
は
、
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
受
講
の
キ
ャ
ン
セ
ル

　

講
座
開
講
日
の
１
週
間
前
ま

で
を
キ
ャ
ン
セ
ル
可
能
期
間
と

し
、
そ
れ
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル

に
つ
い
て
は
、
受
講
料
・
材
料

費
な
ど
を
徴
収
し
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・・
講
師
・
日
程
・
時
間
・
教
材

費
な
ど
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

・・
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場

合
は
休
講
と
な
り
ま
す
。
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６ヶ月講座 受講料：1,000円（別途材料費・テキスト代が必要）

No. 講座名
内容

開催日 時間 開講日 場所 定員
講師（敬称略） 持ち物

1
NEW
「神都名勝誌」を
読もう３

「神都名勝誌」は明治 28年に刊行された信頼性の高い地誌といえます。今回は、外宮の三別宮か
ら周辺の山田市中を読むことにします。
第 3水曜日 13:30 ～ 15:30 4月17日 研修室 117人
石井　昭郎 筆記用具

2
NEW
伊勢本街道と熊野
街道

伊勢参りに関係した街道の民俗や歴史、伊勢との関わりなど、参宮風景の様子を当時の日記や市史
から知ります。
第 4火曜日 13:30 ～ 15:30 4月23日 研修室 80人
藤原　寛 筆記用具

3
NEW
参宮道中記を読む
14

1797（寛政 9）年に蔀
しとみ

関
かん

月
げつ

の著した「伊勢参宮名所図会」の京三条大橋から津一身田までを読みます。

第 2火曜日
※8月は第 3火曜日 13:30 ～ 15:30 4月9日 研修室 117人

岡田　登 筆記用具

4
NEW
江戸時代の方言辞
書を読む

江戸時代に書かれた「物
ぶつ

類
るい

称
しょう

呼
こ

」という方言辞書を読みます。編者は越
こし

谷
がや

吾
ご

山
ざん

という俳諧師です。
各種の文学作品を引用しながら、解釈が施された江戸時代の方言語形についてたどります。

第 4火曜日 10:30 ～ 12:00 4月23日 研修室 50人
齋藤　平 筆記用具

5 やさしい中国語
会話

中国語の基礎から学びます。日常会話の中でよく使う表現を楽しく学びましょう。
※以前開催した「初めての中国語」の受講者も応募できます。

毎週土曜日
※5月4日･7月27日･8月3日は休講 13:30 ～ 15:00 4月13日 学習室 3 30人

関　為 筆記用具、テキスト「陶
タオ

玲
リン

日記」（持っていない人には 1,995 円で販売）

6 はじめての韓国語

韓国語の基礎から簡単な会話まで楽しく勉強します。
※初心者向けの講座です。中級者・上級者はご遠慮ください。

毎週火曜日
※6月25日･8月6日･13日は休講 19:30 ～ 21:00 4月16日 学習室 2 30人

李　雨林 筆記用具、テキスト代 2,310 円

7 朗読を楽しもう

朗読の基礎と発声・発音、声のトレーニング、アクセント、共通語の練習をします。「富士山」「夕
鶴」「ごん狐」「伊豆の踊子」「清兵衛と瓢箪」を朗読します。

第2･4木曜日
※8月は第2・5木曜日 19:30 ～ 21:30 4月11日 学習室 2 15人

泰道　詞子 筆記用具、テキスト代 1,000 円

8 NEW
土曜大工

今回はテーブル（直径60cm×高さ70cm程度）といす（直径30cm×高さ45cm程度）を製作します。
第1･3土曜日
※5月は第3土曜日、6月は第1･
　3･5土曜日、8月は第3･5土曜日

19:30 ～ 21:30 4月6日 工芸室 20人

三重県建設労働組合伊勢支
部会員

筆記用具、鉛筆、消しゴム、タオル、定規（長さ50㎝以上）、巻尺（2m程度）、
材料費4,000円

9 NEW
初めての陶芸

陶芸の基礎から学び、日常の生活を豊かにする食器・小物作りをします。

第 2･3 金曜日
※8月は第 4･5 金曜日 19:30 ～ 21:30 4月12日 工芸室 20人

服部　日出夫 筆記用具、タオル、エプロン、材料費 3,000 円

10 NEW行書「蘭
らい

亭
てい

序
じょ

」入門

行書は日常的に最もよく使われている書体です。「天下第一の行書」と言われる書
しょ

聖
せい

・王
おう

羲
ぎ

之
し

の「蘭
亭序」をテキストに、その技法を分かりやすく学びます。

第 2･4 木曜日
※8月は第 2･5 木曜日 19:30 ～ 21:30 4月11日 工芸室 20人

高　潤生 すずり、筆、半紙、墨（墨汁も可）

11 初めての水墨画

水墨画の基本描法などの基礎や、基本的なことの習得を中心に進めます。

第 2･4 水曜日
※8月は第 1･4 水曜日 19:30 ～ 21:30 4月10日 絵画室 15人

山本　玉晃 筆記用具、削用筆、仕立て筆、墨液、下敷き、文鎮、絵皿、画仙紙
※持ち物については、初日に説明があります。全て購入する場合は8,000円程度必要。

No. 講座名
内容

開催日 時間 開講日 場所 定員
講師（敬称略） 持ち物

12 FSS ストレッチで姿勢改善

簡単なFSSストレッチで体の歪みを整えていきます。ストレッチの前後で体の変化を体験してみてください。
第 2･4 木曜日 9:30 ～ 11:00 4月11日 学習室 1（リハーサル室） 20人
清水　明美 運動のできる服装、ヨガマットまたはバスタオル、飲み物

４ヶ月講座 受講料：1,000円（別途材料費などが必要）
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No. 講座名
内容

開催日 時間 開講日 場所 定員
講師（敬称略） 持ち物

13 NEWグラスアート

ステンドグラスを身近なクラフト（工芸品）にしたアート（芸術）です。4作品作ります。
第 2･4 月曜日 13:30 ～ 15:30 4月8日 絵画室 20人

武内　清美
古新聞 1日分、カッターナイフ、カッティングマット（持っている場合）、
はさみ 2本、油性ペン、キッチンペーパー、材料費 2,000 円～ 4,000
円（1作品につき）

14 楽しい筆ペン
筆ペン・ボールペンを使って、日常使う祝儀袋・手紙・漢字・ことわざ・詩などを勉強します。
第 2･4 月曜日 19:30 ～ 21:30 4月8日 学習室 2 20人
村林　恵子 ボールペン、筆ペン、ノート、便箋など

15 やさしい着付け
※女性のみ対象

女性を美しく見せる着物。ご自身で着物を着て、お出掛けしましょう。手結びで楽な着付けです。
第 2･4 金曜日 13:30 ～ 15:30 4月12日 和室 20人

山本　好子 筆記用具、着物、帯、長じゅばん、肌じゅばん、裾よけ、腰ひも3本、伊達締め
2本、帯揚げ、帯締め、足袋、前板、帯枕、衿芯、タオル3枚、材料費500円

16 初めての七宝焼き

簡単にできる七宝焼きを始めませんか。ブローチ・ペンダントなどを作る工程を楽しみましょう。
第 2･4 木曜日 13:30 ～ 15:30 4月11日 工芸室 20人

大辻　貢 空びん（のり佃煮やインスタントコーヒー 25g ～ 30g 用のびんなど）、
携帯用ティッシュペーパー、筆記用具、材料費 1,000 円

17
NEW
春～初夏のさわや
かランチ

旬の野菜やフルーツをたっぷり取り入れ、四季を味わう、彩りの良いバランスの取れたランチを楽しみ
ましょう。

第 2･4 日曜日
※7月は第 2･3 日曜日 9:00 ～ 12:00 4月14日 調理室 30人

地域活動栄養士協議会会員 筆記用具、エプロン、三角巾、布巾 3枚、材料費 4,000 円（8回分）

18 楽しもう！ベジフルーツ講座

季節の野菜や果物の力で体の中からきれいになる方法を学び、フレッシュ（新鮮）なベジフルーツジュ
ースを作り試飲します。
第 2･4 水曜日 13:30 ～ 15:30 4月10日 調理室 20人
伊藤　増美 筆記用具、タオル、材料費 2,400 円（8回分）

19 レッツ！ヒップホップ

ダイエットしたい人、踊ってみたい人、健康のため体を動かしたい人、ストレス解消やムーンウォークを
してみたい人など、誰でも楽しめるダンスのレッスンです。気軽にご参加ください。
第 2･4 火曜日 19:30 ～ 21:00 4月9日 学習室 1（リハーサル室） 20人
大和 運動のできる服装、タオル、飲み物、上履き

20 初めての茶道

お菓子のいただき方、お茶のいただき方、お茶のたて方など、日本文化を理解しながら楽しくお茶の
世界に入りませんか。
毎週水曜日 19:30 ～ 21:30 4月3日 和室 20人
山下　宗喜 ふくさ、扇子、菓子ようじ、懐紙、ふくさばさみ、茶菓子代300円（1回につき）

21 写真入門

デジタルカメラの普及と進歩により、誰もが気軽に写真を撮れる時代です。自己の感性と個性を生か
した作品作りをし、写友との親睦を深めましょう。
第 1･3 金曜日
※４月は第１・４金曜日、５月は
第3・5金曜日

13:30 ～ 15:30 4月5日 学習室 3 20人

石井　清 デジタルカメラ、筆記用具

No. 講座名
内容

開催日 時間 開講日 場所 定員
講師（敬称略） 持ち物

22 パソコンの基礎を学ぶ

電源の入れ方、マウスの使い方から覚えたいという人対象の講座です。（OSはウインドウズ XP）
毎週火曜日（全８回） 13:30 ～ 15:30 4月2日 パソコン室 20人
坂本　勝 筆記用具、テキスト代 500円

23 パソコンの基礎を学ぶ（60歳以上）①

電源の入れ方、マウスの使い方から覚えたいという人対象の講座です。（OSはウインドウズ XP）
毎週水曜日（全 10回） 13:30 ～ 15:30 4月3日 パソコン室 20 人
浜辺　繁幸 筆記用具、テキスト代 500円

24 パソコンの基礎を学ぶ（60歳以上）②

電源の入れ方、マウスの使い方から覚えたいという人対象の講座です。（OSはウインドウズ XP）
毎週木曜日（全 10回） 9:30 ～ 11:30 4月4日 パソコン室 20 人
本田　貴久 筆記用具、テキスト代 500円

25 ワードの基礎を学ぶ（夜）

ワード（2003バージョン）の基本操作を学びます。
※「パソコンの基礎を学ぶ」を受講したことのある人、またはパソコンの基礎（2003バージョン）ができる人に限ります。

毎週水曜日（全８回） 19:30 ～ 21:30 4月3日 パソコン室 20 人
小山　晴那 筆記用具、テキスト代 500円

26 ワードの基礎を学ぶ（60歳以上）

ワード（2003バージョン）の基本操作を学びます。
※「パソコンの基礎を学ぶ」を受講したことのある人、またはパソコンの基礎（2003バージョン）ができる人に限ります。

毎週木曜日（全 10回） 13:30 ～ 15:30 4月4日 パソコン室 20人
八木　進 筆記用具、テキスト代 500円

パソコン講座 受講料：5回以上の講座は1,000円（別途教材費・テキスト代が必要）
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No. 講座名
内容

開催日 時間 開講日 場所 定員
講師（敬称略） 持ち物

27 エクセルの基礎を学ぶ（夜）

エクセルの基本操作（入力、計算、表計算、グラフ作成）を学びます。
※「パソコンの基礎を学ぶ」を受講したことのある人、またはパソコンの基礎（2003バージョン）ができる人に限ります。

毎週金曜日（全８回）
※5月 3日は休講 19:30 ～ 21:30 4月5日 パソコン室 20人

小川　清宏 筆記用具、テキスト代 500円

28 エクセルの基礎を学ぶ（60歳以上）

エクセルの基本操作（入力、計算、表計算、グラフ作成）を学びます。
※「パソコンの基礎を学ぶ」を受講したことのある人、またはパソコンの基礎（2003バージョン）ができる人に限ります。

毎週金曜日（全 10回）
※5月 3日は休講 13:30 ～ 15:30 4月5日 パソコン室 20人

田中　澄江 筆記用具、テキスト代 500円

29 デジカメとパソコン

デジタルカメラの基本操作とパソコンへの取り込み、自動修正を学びます。
※「パソコンの基礎を学ぶ」を受講したことがある人、またはパソコンの基本操作ができる人に限ります。

6月14日㈮･21日㈮･28日㈮ 19:30 ～ 21:30 6月14日 パソコン室 15人
小川　清宏 筆記用具、テキスト代 300円　※カメラはお貸しします。

30 動画を作ろう！

ウインドウズに搭載されているムービーメーカーというソフトを使って、写真から音楽付きの動画（スラ
イドショー）を作ります。簡単な動画の作り方を学びます。

毎週土曜日（全5回）
※5月4日は休講 9:30 ～ 11:30 4月13日 パソコン室 15人

小川　清宏 筆記用具、教材費 500円、テキスト代 500円
※「パソコンの基礎を学ぶ」No.22～24は、いずれか１つしか申し込めません。
※「パソコンの基礎を学ぶ」No.22～24に申し込む場合、ワード・エクセルの講座No.25～28には申し込めません。
※「ワードの基礎を学ぶ」No.25・26は、どちらか１つしか申し込めません。
※「エクセルの基礎を学ぶ」No.27・28は、どちらか１つしか申し込めません。

No. 講座名
内容

開催日 時間 開講日 場所 定員
講師（敬称略） 持ち物

31 コケ玉作り
ミニ観葉植物などで作る簡単コケ玉作りの講座です。

5月 27日㈪ 13:30 ～ 15:30 － 工芸室 20人
小山　まり子 筆記用具、エプロン、ゴム手袋（薄手）、材料費 500円

32
NEW
決まりを知ってお
いしいパン作り

分割から始めて成形・発酵・焼成をしながら、その間、別のパンでカフェタイムとします。その後、手ごね・
機械ごねを体験し、生地は持ち帰っていただきます。

第 2･4 月曜日（全 5回） 9:00 ～ 12:00 5月13日 調理室 20人
浅野　和代 パンを入れる袋、筆記用具、エプロン、タオル、材料費5,000円（5回分）

33 癒しのヨーガ
※女性のみ対象

深い呼吸とやさしいポーズで、心と体のバランスを整えます。少しずつ体をほぐしながらポーズに近づ
けていきますので、初めての人でも安心です。

第 1･3 水曜日（全 6回） 13:30 ～ 15:00 5月1日 学習室 1（リハーサル室） 20人
やまじ　ゆみこ 運動のできる服装、タオル、飲み物、ヨガマットまたはバスタオル

34
NEW
考えてみませんか
暮らしとお金 3

暮らしと切り離せない"おかね″。お金に関する制度や仕組みを学ぶ、初心者向きの講座です。
毎週水曜日（全 4回） 13:30 ～ 15:30 5月22日 学習室 3 20人
三重県金融広報委員会講師 筆記用具

35 ポリマークレイでアクセサリー作り

オーブンで130℃で30分加熱すると硬くなる粘土を使ってビーズを作り、アクセサリーを仕上げます。
第 1･3 火曜日（全 4回） 9:30 ～ 11:30 5月7日 工芸室 20人
堤　美香 タオル、材料費 500円（1回につき）

36 フランス料理（家庭料理）

オードブルからデザートまで、野菜が主役のフルコース料理を作ります。

5月 19日㈰ 9:00 ～ 12:00 － 調理室 30人
宮﨑　俊樹 エプロン、ハンドタオル、材料費 1,000 円

37 オンリーワン珈琲
おいしいコーヒーの淹

い

れ方を学び、「世界の珈琲味めぐり」を楽しみましょう。

5月16日㈭･23日㈭･30日㈭ 13:30 ～ 15:30 5月16日 調理室 20人
中村　雅則 タオル、筆記用具、材料費 1,500 円（3回分）

38 はじめてのロザフィ

「ロザフィ」は紙で作るバラのアクセサリーです。好きな色で作ったロザフィを飾り、あなただけのピル
ケース（薬入れ）を作りしませんか。

5月24日㈮･31日㈮ 13:30 ～ 15:30 5月24日 工芸室 15人
西村　真実 はさみ、ティッシュペーパー、老眼鏡（必要な人のみ）、材料費1,200円

短期講座 受講料：5回以上の講座は1,000円（別途教材費・材料費が必要）
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No. 講座名
内容

開催日 時間 開講日 場所 定員
講師（敬称略） 持ち物

39 パーソナルカラー（午前）①

似合う色を知ると表情も生き生きし、若返りの効果も！　一人一人ドレープを当てて似合う色を診断し、
あなたの隠れた魅力を引き出します。
6月 10日㈪ 9:30 ～ 11:30 － 学習室 3 20人
天野　沙知 筆記用具、手鏡、教材費 500円（カラーカード代）

40 パーソナルカラー（午後）②

似合う色を知ると表情も生き生きし、若返りの効果も！　一人一人ドレープを当てて似合う色を診断し、
あなたの隠れた魅力を引き出します。
6月 10日㈪ 13:30 ～ 15:30 － 学習室 3 20人
天野　沙知 筆記用具、手鏡、教材費 500円（カラーカード代）

※「パーソナルカラー」No.39・40は、どちらか 1つしか申し込めません。

No. 講座名
内容

開催日 時間 開講日 場所 定員
講師（敬称略） 持ち物

41

NEW
学ぼう！子ども図
画工作 12
※市内在住の小・中学
　生対象

季節に応じた画材を考えて描きたいと思います。また、折り紙や工作も交え、楽しく学習に役立てたい
と思います。　　

第 2･4 日曜日（全 8回）
※7月は第 1･2 日曜日 9:30 ～ 11:30 4月14日 絵画室 20人

前島　賢 八つ切り画用紙、筆記用具、絵の具セット、クレヨン、タオル、ティッシュペーパー

42

NEW
作ろう！子ども手
芸 12
※市内在住の小・中学
　生対象

小さなマスコットからアップリケ、刺しゅう、ぬいぐるみなど3～4点ほどの作品を作ります。物を作
るのは楽しいですよ。

第 2･4 日曜日（全 8回）
※7月は第 2･3 日曜日 9:30 ～ 11:30 4月14日 学習室 2 20人

黒部　宏子 鉛筆、色鉛筆、縫い針 2本、糸切りばさみ、材料費 600円

43

NEW
学ぼう！子ども書
道 12
※市内在住の小・中学
　生対象

基本の筆使いを学び、学年に応じた練習をしていきます。大きな作品にも挑戦します。
※応募はがきに子どもの利き手を記入してください。

第 1･3 日曜日（全 8回）
※5月は第3日曜日、6月は第1･3･
　5日曜日、7月は第1･2日曜日

9:30 ～ 11:30 4月7日 学習室 3 20人

書道みどりの会会員 大筆、小筆、文鎮、墨液、すずり、下敷き、雑巾、古新聞、500㎖ペット
ボトル、座布団、教材費2,400円（紙代・テキスト代）

44

NEW
ヒップホップダン
スにチャレンジ
※市内在住の小学3年
　生～中学生対象

楽しい音楽に合わせてみんなでかっこ良く踊りましょう。　

5月 11日㈯ 9:30 ～ 11:00 － 学習室 1（リハーサル室） 20人

藤村　牧子 運動のできる服装、タオル、飲み物、上履き

45
NEW
親子でパン作り
※市内在住の小・中学
　生と保護者対象

作って楽しい！食べておいしい！焼きたてのオリジナルパン！パンの発酵時間には、簡単なお菓子作りも
しますのでお楽しみに！
4月 21日㈰ 13:00 ～ 16:00 － 調理室 10組
太田　奈美子 エプロン、三角巾、パンを入れる袋、材料費1,800円

子ども向け講座 受講料：5回以上の講座は1,000円（別途教材費・材料費が必要）

　いせトピアの指定管理業務を「NPO法人まなび
の広場」が受けて７年がたちました。より充実し

た８年目を迎えられるよう、今後の運営の参考に

するための市民アンケートを実施します。

　ぜひ、皆さまの声をお聞かせください。

実施期間　２月22日㈮～３月22日㈮
アンケート・回収箱設置場所
いせトピア、市役所・１階市民ホール、各総合支所、

伊勢図書館、小俣図書館

いせトピアに関する
市民アンケートのお願い

ト ピ ア だ よ り
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の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

例
年
大
好
評
の
縁
結
び
応
援

事
業
も
、
う
ま
し
く
に
伊
勢
シ

ェ
フ
ク
ラ
ブ
の
協
力
を
得
て
、

「
出
逢
い
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を

開
催
し
、
男
女
各
30
人
が
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
「
れ
い
ん

ぼ
う
伊
勢
」
を
も
っ
と
知
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
、「
伊
勢
ま
つ

り
」
で
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
来

場
者
に
ク
イ
ズ
や
チ
ラ
シ
で
男

女
共
同
参
画
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

　

３
月
に
は
、
洗
濯
や
掃
除
の

達
人
を
目
指
す
「
家
事
マ
イ
ス

タ
ー
を
め
ざ
そ
う
！
」
講
座
を

開
催
し

ま
す
。

皆
さ
ん

も
参
加

し
て
み

ま
せ
ん

か
。

　

私
た
ち
は
、「
伊
勢
の
ま
ち

に
男
女
共
同
参
画
社
会
を
！
」

と
、
啓
発
活
動
を
続
け
る
市
民

団
体
で
す
。

　

伊
勢
市
と
協
働
し
、
講
演
会

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
お
り
、
市
民
目
線
で
、

市
民
の
共
感
を
得
ら
れ
る
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

三
重
県
と
の
連
携
映
画
祭
で

は
、
人
生
の
分
岐
点
に
立
つ
大

人
た
ち
を
描
く
感
動
作
「
Ｒ

レ

Ａ

Ｉイ

ル

ウ

ェ

イ

ズ

Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」
の
上
映
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
の
日（
８
月
17

日
）
啓
発
事
業
で
は
、
泣
く
子

も
ほ
め
る
、
ほ
め
る
達
人
・
西

村
貴
好
さ
ん
の
講
演
会
を
開
催

し
、
来
場
者
か
ら
多
く
の
共
感

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、イ
ク
メ
ン
講
座
で
は
、

「
笑
っ
て
い
る
パ
パ
に
な
ろ

う
！
パ
パ
友
を
つ
く
ろ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
パ
パ
ス
ク
ー
ル

（
全
３
回
）を
開
校
し
、
パ
パ
友

り
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
活
動
は
、
会
計

簿
な
ど
を
書
く
と
い
っ
た
地
味

な
活
動
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
観
点
で
自
分
た

ち
の
活
動
を
見
直
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

と
言
い
ま
す
。

　

最
近
、
Ｎ
Ｐ
О
に
関
わ
る
公

的
資
金
の
不
正
使
用
な
ど
と
い

う
新
聞
記
事
を
目
に
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
特
に
公
的
資
金

を
使
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
は
、
会
計
管
理
を
し
っ
か

り
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
素
晴
ら
し
い
活
動
を
し
て

い
て
も
、
た
っ
た
一
つ
の
会
計

管
理
の
間
違
い（
故
意
で
な
く

て
も
）
が
、
社
会
的
信
頼
を
失

い
、
素
晴
ら
し
い
活
動
が
全
く

無
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
活
動
し
て
い
る

人
々
の
多
く
は
、
目
の
前
の
困

っ
て
い
る
人
を
助
け
よ
う
と
、

日
々
一
生
懸
命
、
素
晴
ら
し
い

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ

ン
タ
ー
の
山
岡
義
典
さ
ん
は
、

「
ど
ん
な
に
立
派
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
い
く
つ
掲
げ
て
い
て

も
、
組
織
の
基
盤
が
泥
船
な
ら

ば
、い
つ
か
は
沈
ん
で
し
ま
う
」

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.44

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
⑳
４
３
８
５
）

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料
〔
平
成
24
年
度
〕

　
　
　
　
　

１
２
３
５
万
２
千
円

利
用
人
数
〔
平
成
23
年
度
〕

６
万
３
４
１
９
人

パルティ４コマ劇場

男
女
共
同
参
画
れ
い
ん
ぼ
う
伊
勢

　

代
表　

山
川
（
☎
㉔
９
２
６
２
）

イ
チ
ゴ
狩
り
。

パ
ル
テ
ィ
、

ス
ケ
ス
ケ
で
丸
見
え
だ
よ
。

イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
を

作
ろ
う
ね
。

あ
っ
、
イ
チ
ゴ
が
な
い
!!

伊勢まつり会場でアピール

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
会
計
管
理
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昨
年
12
月
に
人
権
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
・
子

ど
も
サ
ポ
ー
タ
ー
・
市
民
科
先
生
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
山
田
パ
ン
ダ
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、「
命
の
尊
さ
を
見
つ
め
よ

う
」
と
い
う
演
題
で
、
大
人
と
子
ど
も

が
同
じ
輪
の
中
で
育
つ
こ
と
の
大
切
さ

を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
、
47
歳
の
と
き
、
保
育

士
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
、
保
育
園

に
通
い
始
め
ま
し
た
。
音
楽
活
動
を
す

る
傍
ら
、
こ
の
20
年
間
、
子
ど
も
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

人
権
講
演
会
か
ら

一人ひとりが一人ひとりが
輝くために輝くために
一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎㉑5546）

　

子
ど
も
た
ち
に
接
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
目
線
で
物
事
を
見
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
保
育
園
は
、
自
分
の
子

ど
も
時
代
と
違
い
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
窮
屈
な
場
所
で
し
た
。
あ
ま
り
け

ん
か
を
経
験
し
て
い
な
い
た
め
、
痛
み

が
分
か
ら
な
い
と
い
う
実
態
も
知
り
ま

し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
、
子
ど
も
サ
ポ
ー
タ
ー

の
目
で
子
ど
も
を
見
る
と
、
地
域
社
会

の
大
人
は
、
子
ど
も
の
す
る
こ
と
を
容

認
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。

　

今
の
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
も
お
か
し

い
と
感
じ
、
物
質
文
明
が
心
の
豊
か
さ

を
無
く
し
、
保
育
園
児
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
と
い
う
思
い
を
抱
き
な
が

ら
活
動
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

大
人
自
身
が
、
大
人
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
、
一
番
身
近
に
い
る
人
を
大
切

に
す
る
こ
と
、
身
近
な
幸
せ
を
も
っ
と

か
み
し
め
て
生
き
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
幸
せ
を
も
ら
え

る（
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
）
と
い
う
こ
と

を
皆
さ
ん
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
提

言
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
額
〔
平
成
24
年
度
〕  

約
40
万
円

伊勢市行政チャンネル
広報広聴課（☎㉑5515）

特集番組
　市の重要課題や市政に関する情報を、リポーターの
進行により担当職員の解説を交えながらお伝えします。
3/1 ～ 31　いせファミリー・サポート・センター会員募
　　　　　　集中（16日からは文字解説付き）
放送時間　午前６時・8時・11時・午後1時・4時・
　　　　　6時・9時・11時～

（デジタル123ch）

番組制作・放送予算額〔平成24年度〕　2,393 万 5千円

アイティービーコミュニティチャンネル

㈱アイティービー（☎0120・270・089）

アイティービー・トピックス
 ・ ・月曜日 ･水曜日・金曜日の午前 7時に更新し、奇数
　時間の 0分から放送します。
※毎週日曜日は 1週間のニュースをまとめてお伝えし
　ます。

企画番組（内容が更新される週を掲載しています）
3/2 ～ 8　年寄万歳～百歳になったら～、プレゼント
ください！、宮川インフォメーション、横井三千のお
店にGo!、Z－ NAVIGATION　3/9 ～15　ぐるぐる
グルメ、放課後クラブ、ナナちゃんのお店紹介、この
店行っとこっ！　3/16～22　8ミリフィルムに残る
風景、伊勢音楽堂、もっと！水の惑星紀行、桂三弥と
愉快な仲間のメッチャあそびより　3/23 ～ 29　美
し国の時間、日本の暮らしのぞき箱、歴史街道、近場
ぐるっと FOODハンター

（デジタル121ch）

おしらせ番組
　各課からのお知らせや市民活動団体・ボランティア
団体の情報などをお伝えします。（毎週土曜日更新）
放送時間　午前7時・9時・正午・午後2時・5時・7時・
　　　　　10時・翌日午前0時～

ケーブルテレビ番組案内

特別番組「ひよこくらぶスペシャル～一年生になっ
　　　　　たら～」（60分番組）
放送期間　３月 24日㈰まで
放送時間　午前 9時 30分・午後 1時 30分・5時 30
　　　　　分・9時 30分～

市議会放送
　市議会３月定例会本会議および予算特別委員会（設
置された場合）を、会議があった日の翌日の午後２時
と７時から放送します。
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シ
リ
ー
ズ

情
報
調
査
室
（
☎
㉑
５
５
４
８
）

公
共
施
設
に
つ
い
て
③

 考
えよう！

市
の
施
設
は
、
い
つ
ご
ろ
・
ど
れ
く
ら
い

建
て
ら
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

市
の
施
設
を
種
類（
機
能
）別

に
見
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
、

全
体
の
半
分
以
上
を
学
校
と
市

営
住
宅
が
占
め
て
い
ま
す
。
学

校
の
割
合
が
最
も
多
い
の
は
、

全
国
的
に
も
共
通
し
て
い
る
こ

と
で
す
。（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

　

ま
た
、
先
月
号
ま
で
で
お
伝

え
し
て
き
ま
し
た
が
、
全
体
の

４
割
以
上
が
建
築
後
30
年
以
上

を
経
過
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、

10
年
後
に
は
そ
の
割
合
が
６
割

以
上
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
施
設
の
多
く
が
、
こ
れ
か

ら
修
理
が
必
要
に
な
っ
た
り
、

更
新
の
時
期
を
迎
え
た
り
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。（
グ
ラ
フ

２
参
照
）

　

建
物
の
総
延
べ
床
面
積
を
人

口
で
割
る
こ
と
で
、
他
の
自
治

体
と
比
較
す
る
目
安
の
一
つ
と

な
り
ま
す
。

　

伊
勢
市
の
一
人
当
た
り
の
面

積
は
３
・
07
㎡
で
、
同
規
模
の

自
治
体
の
全
国
平
均
３
・
46
㎡

と
比
べ
、
若
干
で
は
あ
り
ま
す

が
小
さ
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
し
た
自
治
体
の

多
く
で
は
、
文
化
施
設
や
体
育

施
設
な
ど
の
大
規
模
施
設
の
機

能
重
複
が
見
ら
れ
ま
す
。
伊
勢

市
で
一
人
当
た
り
の
面
積
が
小

さ
い
理
由
と
し
て
、
旧
町
村
と

旧
市
街
地
の
距
離
が
近
く
、
旧

町
村
に
お
い
て
大
規
模
な
施
設

を
あ
ま
り
保
有
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
、
ま
た
、
県
営
施
設
や

民
間
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

整
備
状
況
の
特
徴
と
し
て
は
、

人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
直
近

20
年
間
で
も
公
共
施
設
は
建
て

ら
れ
て
お
り
、
建
築
後
20
年
以

内
の
施
設
が
全
体
の
約
34
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
維
持
管
理
・
更
新
の

在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
に
は
、

ま
ず
全
体
像
を
知
っ
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

学校
44％

市営
住宅
14％

その他
20％

庁舎など4％庁舎など4％庁舎など4％

幼稚園・保育園
4％

集会・文化施設
8％

集会・文化施設
8％

集会・文化施設
8％

医療施設 6％医療施設 6％医療施設 6％

合計
40.6万㎡

グラフ１　市の施設の延べ床面積の種類別割合

0
～S24 S29 S34 S39 S44 S49 S54 S59 H1 H6 H11 H16 H21

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000
延べ床面積（㎡）

115,000

120,000

125,000

130,000

135,000

140,000

145,000
人口（人）

総延べ床面積　40.6 万㎡

10 年後には、
6割以上が建築後30年以上に

市民一人当たり3.07㎡ /人

現在、４割以上が建築後30 年以上を経過

賓日館

伊勢市役所・本館

伊勢総合病院

小俣総合支所など

人口の推移

観光文化会館

学校
市営住宅
集会・文化施設
医療施設
庁舎など
幼稚園・保育園
その他

グラフ２　市の施設の築年別整備状況
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伊勢図書館 小俣図書館
 おはなし会
時毎週土曜日、午後２時30分～
所１階・おはなしコーナー
内絵本や紙芝居などの読み聞かせ

 あかちゃんえほんのじかん
時３月28日㈭、午前11時～
所２階・視聴覚室
内赤ちゃん絵本の紹介や読み聞かせ、手遊びなど

 上映会
時３月17日㈰、午後１時30分～
所２階・視聴覚室
内「受験のシンデレラ」（2007年モナコ国際映画祭で最
優秀作品賞など４冠達成、約107分）

 春休み子ども映画会
時３月24日㈰、午後1時30分～
所２階・視聴覚室
内「化けくらべ」（アニメ、約21分）、「がんばれスイミ
ー」（アニメ、約26分）

 リサイクルフェア
時３月９日㈯・午前９時10分～午後３時、10日㈰・
午前９時～午後３時

所２階・視聴覚室
内保存期間を過ぎた雑誌（100種類以上、約2,000冊）や
図書（約5,400冊）をリサイクルします

　※３月３日㈰・午前９時から、整理券を配布します。
　（先着100人）

　※３月９日㈯・午前10時30分までは入場制限を行い、
　　１人につき10冊まで（うち雑誌は５冊まで）としま
　す。その他は入場・冊数とも制限はありません。

時とき  所ところ  対対象  内内容  定定員  料料金  申申し込み

開館時間  午前 9時～午後 7時

伊勢図書館  ☎㉑ 0077・FAX ㉑ 0078
休館日  毎週水曜日、第 2金曜日

指定管理委託料  1億 2,060万円（平成24年度）　入館者数  49万 4,984人（平成23年度）

小俣図書館  ☎㉙ 3900・FAX㉙ 3902　
休館日  毎週火曜日、第 2金曜日

図書館
行こう！
へ

 おはなし会
・・たんぽぽおはなし会　３月９日㈯、午後3時～
・・赤ちゃんおはなし会　３月14日㈭、午前11時～
・・ピッポの会・紙芝居　３月17日㈰、午前11時～
※場所は、１階・おはなしのへやです。

 上映会
時３月16日㈯、午後2時～
所２階・視聴覚室
内「おじゃる丸　満月ロード危機一髪」（アニメ、50分）

 図書館おはなし会＆工作
時３月23日㈯、午後３時～
所１階・おはなしのへや
対３歳～小学生（就学前の子どもは保護者同伴）
内おはなしを読んだ後、折り紙で花を作る工作をします

 図書館探検マジカル★ツアー
時３月24日㈰、午後１時30分～３時30分
所２階・会議室
対図書館行事「図書館探検」に参加したことがない小
学生

内普段見ることのできない図書館の裏側を見たり、図
書館クイズに挑戦したりして、みんなで楽しく図書
館を探検します

定 10人（先着順）
申３月２日㈯・午前９時から、直接・電話で同館へ

 小俣図書館15周年記念事業
 “絵本作家つつみあれいとゆかいな仲間たち”
時４月13日㈯、午後１時～３時（開場は午後0時45分）
所２階・会議室
対３月31日現在、３歳以上の子どもから大人まで（就
学前の子どもは保護者同伴）

内絵本「ドーナッちゃんとモンブラリン」で大人気の
絵本作家・つつみあれいさんと一緒に、同館に展示
する作品を作成します

定 20人（先着順）
申３月16日㈯・午前９時から、直接・電話で同館へ
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伊勢市消費生活センター（☎㉑ 5717）

教えて
相談員さん！！

シリーズ消費生活

　引っ越し業者に関するルールのうち、間違ってい

るものを一つ選んでください。

①引っ越し業者は、無料で見積もりを行い、内金
　や手付金などを請求しない。
②見積書については、特に記載事項が定められて
　いるわけではない。
③利用者の都合でキャンセルする場合、引っ越し
　予定日の２日前までであれば解約手数料は発生
　しない。
④引っ越し荷物が紛失していたことに気付いた場
　合は、引き渡し日から３カ月以内に引っ越し業
　者に通知しなければならない。

　リフォーム工事を契約する際の注意事項で、間

違っているものを一つ選んでください。

①高額な契約となる場合が多いので、複数の業者
　から見積もりをとる。
②複数の業者から説明を聞き、金額だけでなくリフ
　ォーム後の保証内容などについても比較・検討す
　る。
③見積書だけでなく契約書をもらい、内容をよく確
　認し、納得した上で契約する。
④訪問販売によりリフォーム工事を契約した場合
　は、８日以内であってもクーリングオフはできない。

　　　　国土交通省では「標準引越運送約款」を

定めており、利用者が安心してサービスを利用で

きるようになっています。見積書については、運

賃や料金のほか、支払い方法・解約手数料・作業

内容などを記載しなければならないことが決まっ

ています。また、解約手数料については、申し出

た日が前日なら見積金額の10％以内、当日なら
20％以内となっています。引っ越しの予定がある
人は、事前に「標準引越運送約款」を確認してお

くことをお勧めします。

　　　　リフォーム工事は、訪問販売が多く、不安を

あおり、１人の消費者に次 と々リフォーム契約をさせ

る次々契約などのトラブルが多いのが特徴です。訪

問販売で契約した場合は、８日以内であればクー

リングオフが可能です。最近では、同時に太陽光

発電システムを取り付けるなど、高額な契約とな

る場合が多く、注意が必要です。複数の業者から

見積もりをとり、金額だけでなく保証内容につい

ても比較・検討することが重要です。また、消費

者から業者に電話を入れて見積もりをとった場合

は、契約書を交わさずに工事を依頼する場合が多

く見受けられます。訪問販売などでなければ、契

約書の交付義務はありませんが、契約書には契約

の条件が書かれています。必ず契約書を交わし、

納得した上で契約しましょう。

Ｑ１の正解は②

Ｑ２の正解は④

解説

解説

クイズの答え

クイズ

Ｑ２．契約関係

Ｑ１．生活知識

伊勢市消費生活センター予算額〔平成24年度〕　797万7千円（うち県補助金556万8千円）

広
告
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申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課（
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）〔
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〕

予
算
額
は
、
す
べ
て
平
成
24
年
度
分
で
す
。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

左
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

お
も
て
な
し
料
理

予
算
額　

30
万
円
（
60
回
分
）

ヘルスメイト料理講習会

とき ところ 定員
（先着順）

３月 12日㈫ 小俣保健センター 35人

３月 14日㈭ 福祉健康センター 30人

３月 15日㈮ ハートプラザみその 30人

３月 16日㈯ 福祉健康センター 30人

３月 19日㈫ 二見公民館 30人
※いずれも時間は、午前 9時 30分～午後 1時です。

主な相談など
とき ところ とき ところ

①子育て相談 ②成人健康相談・成人栄養相談（成人栄養相談は要予約）

３月  １日㈮
10:00 ～ 11:30 豊浜地区コミュニティセンター ３月  ６日㈬  ９:30～ 11:00 小俣保健センター

13:30 ～ 15:00 北浜地区コミュニティセンター ３月 14 日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその

３月  ５日㈫
 ９:30～ 11:00

二見老人福祉センター
３月 21 日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター

13:30 ～ 15:00 ３月 27 日㈬  ９:30～ 11:00 二見老人福祉センター

３月  ８日㈮ 10:00 ～ 11:30 四郷地区コミュニティセンター ③エイズ検査

３月 12 日㈫
 ９:30～ 11:00

中央保健センター
毎週火曜日  ９:00～ 11:00 伊勢保健福祉事務所

（県伊勢庁舎内）13:30 ～ 15:00 毎月第2火曜日 17:30 ～ 19:00

３月 15 日㈮ 10:00 ～ 11:30 城田地区コミュニティセンター ④こころの健康相談（要予約）

３月 19 日㈫
 ９:30～ 11:00

ハートプラザみその ３月 21 日㈭ 13:00 ～ 15:00
伊勢保健福祉事務所
（県伊勢庁舎内）13:30 ～ 15:00

３月 26 日㈫
 ９:30～ 11:00

小俣保健センター ※３月８日㈮の四郷地区コミュニティセンターでの子育て相
　談は、きらら館保育士との合同開催です。13:30 ～ 15:00

対象　①②市内在住の人、③④県内在住の人
問い合わせ　①②健康課（☎㉗ 2435）、③④伊勢保健福祉事務所（☎㉗ 5148）
予算額　子育て相談（102回分）178万 8千円、成人健康相談（48回分）102万 9千円〔うち国・県補助金32万 2千円〕

診療時間 診療科目 ■左表以外の診察
　救急医療情報センター
　　（☎㉘ 1199、☎ 0800-100-1199〔音声自動案内〕）
　医療ネットみえのホームページ
　　http://www.qq.pref.mie.lg.jp/
■子どもの急な病気や事故・薬に関する小児科医師による電話相談
　相談時間　毎日、19:30 ～ 23:30
　電話番号　みえ子ども医療ダイヤル
　　　　　　　（☎＃ 8000、☎ 059-232-9955）

休日
日曜日・祝日
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00

内科・小児科・歯科

夜間 毎日
19:30 ～ 22:00

内科・小児科
（平日夜間は内科医 1人体制）

内科・小児科（☎㉕ 8795）、歯科（☎㉗ 0829）

休日・夜間応急診療所（八日市場町）

予算額　1 億 885 万 2千円（うち他町分担金・診療所収入 9,541 万円）

参
加
費　
５
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

講
師
の
変
更
に
つ
い
て

　

「
広
報
い
せ
」
2
月
15
日
号
・

6
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た

「
楽
し
く
歩
く
た
め
の
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
」の
講
師
が
、

次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

変
更
前　

小
木
曽
一
之
さ
ん

（
皇
學
館
大
学
教
育
学
部
教
授
）

変
更
後　

叶
俊
文
さ
ん（
皇
學

館
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
）
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健康課（☎㉗2435）

3km  3km  3km  

2km  2km  2km  

1km  1km  1km  

スタート／ゴールスタート／ゴールスタート／ゴール

五十鈴川
第二水源地
五十鈴川
第二水源地
五十鈴川
第二水源地

五十鈴公園五十鈴公園五十鈴公園

浦田橋浦田橋浦田橋

新橋新橋新橋

県営体育館県営体育館県営体育館

県営総合競技場県営総合競技場県営総合競技場

  五
十
鈴川

県道伊勢磯部線

橋の下をくぐって
から橋を渡ります

河川敷へ
下ります

五十鈴公園内を
抜けます

伊勢志摩
スカイライン
伊勢志摩
スカイライン
伊勢志摩
スカイライン

体重60㎏の人がこのコースを
ウォーキングした場合
エネルギー消費量180㎉

　　 おにぎり約1.1個分が
消費されたことになります
（おにぎり１個〔100g・具なし〕
168㎉で換算）

他のコースは、市のホームページ
「くらしのガイド」－「健康」に
掲載しています。

ウォーキングルート情報
■距　離：約3.6㎞
■時　間：約40分
■歩　数：約5,200歩
■心拍数：約95拍/分（最大心拍数の約55～60％）
■起　伏：やや有り
■エネルギー消費量：体重１㎏当たり約3.0㎉
■自覚的運動強度：かなり楽である
■血中乳酸値：1.8→1.2mmol/Lに減少（有酸素運動として効果的）

・・水分をしっかりと補給しましょう
　　季節を問わず、小まめな水分補給を心掛けま
　しょう。長距離のウォーキング時は、補給用の
　水分を携帯し、10～15分ごとに少しずつ補給し
　ましょう。

・・食事直後と空腹時のウォーキングは控えましょう
　　食後すぐに運動をすると、消化不良や腹痛を起こすことがあ
　ります。また、空腹時は血糖値が低く、運動をすると脳のエネ
　ルギー源を奪い取ってしまうので、食事直後や空腹時の運動は
　控えましょう。
・・日頃からバランスの取れた食事を心掛けましょう
　　エネルギー補給や筋肉疲労（筋肉痛）の回復のために、主食・
　主菜・副菜を適量取り、たんぱく質・炭水化物・ビタミン・ミ
　ネラルなど、バランスの取れた食事を心掛けましょう。

ウォーキングのための
食事管理のポイント

～川のせせらぎと桜の道コース～

市内のウォーキングコースを紹介⑪

広
告
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参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

募 

集

　

市
で
は
、
公
共
の
場
所
で
の

通
行
機
能
の
確
保
や
安
全
確

保
、
良
好
な
環
境
の
保
持
を
図

る
た
め
、
自
転
車
の
放
置
防
止

に
関
す
る
条
例
の
制
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
条
例
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

３
月
１
日
㈮
〜
29

日
㈮（
必
着
）

交
通
政
策
課（
☎
21
５
５
０
８
）

伊
勢
市
自
転
車
等
の
放
置

防
止
及
び
適
正
な
処
理
に

関
す
る
条
例（
案
）へ
の

意
見
を
募
集

提
出
方
法　

住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
意
見
を
記
入（
様
式

は
自
由
）
し
、
直
接
ま
た
は
郵

送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

同
課（
〒
516

－

8601
岩
渕
１
丁
目

７

－

29
、
FAX
㉒
９
６
９
９
、
ア

ド

レ

スkoutsu@
city.ise.m

ie.

jp

）へ

条
例
案
の
閲
覧

　

条
例
案
は
、
意
見
募
集
の
期

間
中
、
同
課
、
総
務
課
、
市
役

所
本
館
・
１
階
市
民
ホ
ー
ル
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各

支
所
、
伊
勢
図
書
館
、
小
俣
図

書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い

せ
ト
ピ
ア
、
二
見
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
ま
す
。

対
象　

小
学
生（
４
月
以
降
）

題
材　

桜
の
花
や
、
桜
を
含
む

風
景
を
自
由
に
描
画

規
格　

四
つ
切
り
画
用
紙（
54

㎝
×
38
㎝
）、
画
具
は
自
由

尾
崎
咢
堂
記
念
館（
☎
22
３
１
９
８
）

さ
く
ら
の
写
生
を
募
集

応
募
方
法　

４
月
16
日
㈫
ま
で

に
、
作
品
の
裏
面
に
住
所
・
氏

名
・
ふ
り
が
な
・
電
話
番
号
・

学
校
名
・
４
月
以
降
の
新
学
年

を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
同
館（
〒
516

－

0052
川
端
町
97

－

２
）へ

※
入
選
者
に
は
、
４
月
下
旬
に

本
人
へ
通
知
し
、
５
月
中
旬
に

表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

催
し
物

　

体
力
の
維
持
・
向
上
や
運
動

を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の

た
め
、
楽
し
く
参
加
で
き
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
22
７
８
９
１
）

市
民
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

斎
宮
〜
外
宮
コ
ー
ス（
約
13
㎞
）

　

〜
参
宮
街
道
を
歩
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
２
〜

と
き　

３
月
17
日
㈰
、
午
前
９

時
30
分
〜（
受
け
付
け
は
午
前

９
時
〜
）

集
合
場
所　

近
鉄
斎
宮
駅
前

※
外
宮
で
解
散
し
ま
す
。

参
加
費　

10
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物　

昼
食
、
お
わ
ん
、
箸

※
振
る
舞
い
汁
が
出
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

伊
勢
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
奥
田
さ

ん（
☎
０
９
０
・
７
６
９
６
・

２
８
６
２
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
荒
天
の
場
合
は
、
午
前
７
時

に
開
催
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、

大
人
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

予
算
額〔
平
成
24
年
度
〕　

30
万

円（
年
間
）

遺品整理遺品整理
広
告

28広報いせ ●平成25年3月１日号



と
き　

３
月
14
日
㈭
、
午
後
１

時
〜
２
時

と
こ
ろ　

伊
勢
総
合
病
院
・
２

階
講
堂

内
容　

講
座「
糖
尿
病
と
検
査
」

岡
田
有
仁
さ
ん（
伊
勢
総
合
病

院
臨
床
検
査
技
師
）、講
座
「
糖

尿
病
薬
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い

方
〜
も
し
飲
み
忘
れ
た
ら
…
あ

な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

〜
」
高
尾
雄
介
さ
ん（
伊
勢
総

合
病
院
薬
局
長
）

伊
勢
総
合
病
院
栄
養
管
理
課

（
☎
23
５
１
１
１
）

伊
勢
総
合
病
院

糖
尿
病
教
室

と
き　

３
月
10
日
㈰
、
①
午
後

０
時
30
分
〜
２
時
・
②
午
後
２

時
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア

内
容

①
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
・
相
談

㈳
伊
勢
地
区
医
師
会

（
☎
28
２
４
７
６
）

伊
勢
地
区
医
師
会

糖
尿
病
市
民
公
開
講
座

コ
ー
ナ
ー
…
血
糖
値
測
定
、
血

圧
測
定
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
、
無
料

相
談
、
糖
尿
病
食

②
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

・・
講
演
「
糖
尿
病
に
蝕

む
し
ば

ま
れ
る

脳
」
宮
史ふ

み

卓た
か

さ
ん（
伊
勢
赤
十

字
病
院
脳
神
経
外
科
部
第
一
脳

神
経
外
科
部
長〔
脳
神
経
外
科
〕）

・・
講
演
「
世
界
か
ら
糖
尿
病
が

消
え
た
な
ら
」
村
田
和
也
さ
ん

（
伊
勢
赤
十
字
病
院
内
科
部
第

五
内
科
部
長〔
糖
尿
病
・
代
謝

内
科
〕
）

・・
講
演
「
食
習
慣
を
変
え
る　

食
べ
方
の
ヒ
ン
ト
」
梶
原
好
美

さ
ん（
伊
勢
総
合
病
院
栄
養
管

理
課
長
）

・・
講
演
「
糖
尿
病
診
療
に
お
け

る
主
な
検
査
の
見
方
」
藤
本
昌

雄
さ
ん（
伊
勢
総
合
病
院
院
長

〔
内
科
〕
）

・・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

定
員　

３
０
０
人

　

伊
勢
市
が
抱
え
る
交
通
に
関

す
る
課
題
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
課
題
解
消

に
よ
る
将
来
の
伊
勢
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
展
望
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
次
の
と
お
り

交
通
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

３
月
14
日
㈭
、
午
後
６

時
〜
８
時

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア

内
容　

基
調
講
演
「
伊
勢
市
の

交
通
ま
ち
づ
く
り
」
西
井
和
夫

さ
ん（
流
通
科
学
大
学
総
合
政

策
学
部
教
授
）、
伊
勢
市
長
・

伊
勢
商
工
会
議
所
会
頭
・
大
学

教
授
ら
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

伊
勢
商
工
会
議
所

（
☎
25
５
１
５
３
）

交
通
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム

と
き　

３
月
17
日
㈰
、
午
後
５

時
30
分
〜

と
こ
ろ　

伊
勢
進
富
座（
曽
祢

２
丁
目
８

－

27
）

内
容　

ロ
シ
ア
映
画「
こ
ね
こ
」

の
上
映
、
ロ
バ
テ
ィ･

マ
ッ
ク

ス
さ
ん（
ロ
シ
ア
出
身
、
現
在

は
市
内
の
会
社
に
勤
務
）
と
の

交
流
会

参
加
費　

一
般
１
０
０
０
円

（
前
売
り
８
０
０
円〔
会
員
は
７

０
０
円
〕
）、
小
・
中
学
生
７

０
０
円（
前
売
り
５
０
０
円
）、

ペ
ア〔
組
み
合
わ
せ
自
由
〕８
０

０
円（
前
売
り
６
０
０
円
）

※
前
売
り
券
は
、
３
月
１
日
㈮

〜
15
日
㈮
に
、
同
事
務
局（
市

役
所
東
庁
舎
・
３
階
）
で
販
売

し
ま
す
。

市
民
交
流
課
内
・
伊
勢
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局（
☎
21
５
５
４
９
）

国
際
理
解
講
座

映
画
「
こ
ね
こ
」
上
映
会

広
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燃
え
る
ご
み
の
量
が
増
え
続

け
て
い
ま
す
。
資
源
ご
み
と
し

て
出
せ
る
物
も
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
正
し
い
分
別

方
法
に
つ
い
て
学
び
、
ご
み
の

減
量
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

　

「
言
い
た
い
放
題
！
聞
き
た

い
放
題
！
」
の
学
習
会
で
す
。

と
き　

３
月
16
日
㈯
、
午
後
１

時
30
分
〜

と
こ
ろ　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ（
西
豊
浜
町
６
５
３
）

内
容　

ご
み
減
量
を
テ
ー
マ
と

し
た
リ
サ
イ
ク
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ（
助
言
者

：

木
村
京
子
さ

ん〔
三
重
県
環
境
学
習
セ
ン
タ

ー
副
セ
ン
タ
ー
長
〕
）

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
38
２
８
０
０
）

環
境
学
習
会

と
き　

３
月
23
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ（
西
豊
浜
町
６
５
３
）

内
容　

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ

て
、
生
ご
み
を
堆
肥
に
し
ま
す

定
員　

20
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

ふ
た
付
き
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
箱（
縦
・
横
・
深
さ
の

合
計
が
70
㎝
以
内
）、
エ
プ
ロ

ン申
し
込
み　
３
月
11
日
㈪
か
ら
、

同
プ
ラ
ザ
へ

※
１
家
族
１
人
に
限
り
ま
す
。

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
38
２
８
０
０
）

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
講
習
会

お
知
ら
せ

　

小
・
中
学
生
が
い
る
家
庭
で
、

経
済
的
に
困
っ
て
い
る
家
庭
を

対
象
に
、
学
用
品
費
・
給
食
費
・

教
育
総
務
課（
☎
22
７
８
７
９
）

経
済
的
に
困
っ
て
い
る
家
庭
に

学
用
品
費
・
給
食
費

な
ど
を
援
助

修
学
旅
行
費
な
ど
の
一
部
を
援

助
し
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
家
庭

・・
世
帯
の
合
計
所
得
金
額
が
生

活
保
護
基
準
額
の
1.5
倍
以
内
の

家
庭

・・
前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
特

に
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め

た
家
庭

・・
生
活
保
護
が
廃
止
ま
た
は
停

止・・
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減

免・・
国
民
年
金
の
掛
け
金
が
減
免

・・
国
民
健
康
保
険
料
が
減
免
ま

た
は
徴
収
猶
予

・・
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ

て
い
る

・・
そ
の
他
、
収
入
が
不
安
定
で

学
校
納
付
金
の
納
付
状
態
が
悪

い
な
ど
、
生
活
状
態
が
苦
し
い

と
認
め
ら
れ
る

申
し
込
み　

各
学
校
へ

予
算
額〔
平
成
24
年
度
〕　

７
７

６
５
万
５
千
円

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
70
〜
74
歳
の
人
の
医
療
費

の
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て
、

平
成
25
年
４
月
以
降
、
現
在
の

医
療
保
険
課（
☎
21
５
６
４
６
）

70
〜
74
歳
の

国
民
健
康
保
険
加
入
者

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

１
割
で
据
え
置
き

１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
予
定
で
し
た
が
、
平
成
26

年
３
月
末
ま
で
は
１
割
の
ま
ま

据
え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。（
す
で
に
３
割
負
担
を

し
て
い
る
人
を
除
く
）

　

こ
れ
に
伴
い
、
４
月
か
ら
も

１
割
負
担
で
使
用
で
き
る
高
齢

受
給
者
証
を
、
３
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
。

地方分権改革により
県から市町への権限移譲が行われます
　国の地方分権改革により、４月１日に、下表の事務
が県から伊勢市へ権限移譲されます。

権限移譲される事務
事務内容 担当課

低体重児の届出、未熟児の訪問指導、未熟児養
育医療（※1）の申請など【母子保健法】

健康課
（☎㉗ 2435）

育成医療（※2）の支給認定など【障害者自立支援法】
障がい福祉課
  ☎㉑ 5558
  FAX㉑ 5555

社会福祉法人の定款の認可、報告徴収、検査、
業務停止命令など【社会福祉法】

生活支援課
（☎㉑ 5557）

※1　未熟児養育医療…身体の発育が未熟なまま生まれた1歳未満の
　　　乳児を対象に、指定医療機関の医師が入院養育を必要と認めた
　　　場合に入院治療に要する医療費の一部を県が負担する制度で、
　　　４月から市が負担するようになります。
※2　育成医療…現在身体に障がいがある子ども、または現在ある疾
　　　患に対する治療を行わないと将来一定の障がいを残すと認めら
　　　れる子どもの治療に要する医療費の一部を県が負担する制度で、
　　　４月から市が負担するようになります。

（　　　 　        　）
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
ま
と

め
た「
市
民
便
利
帳
２
０
１
３
」

を
民
間
事
業
者
と
共
同
で
発
行

し
ま
す
。

　

こ
の
便
利
帳
は
、
市
役
所
で

の
各
種
手
続
き
案
内
な
ど
の
行

政
情
報
や
、
地
域
情
報
な
ど
が

掲
載
さ
れ
た
実
用
的
な
冊
子
と

な
っ
て
お
り
、
企
業
か
ら
の
広

告
収
入
に
よ
り
印
刷
・
配
布
を

行
う
も
の
で
す
。

　

便
利
帳
を
３
月
中
に
各
戸
に

無
償
配
布
し
ま
す
が
、
配
布
漏

れ
が
あ
れ
ば
、
４
月
15
日
㈪
ま

で
に
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス（
☎
０

５
９
８
・
２
３
・
９
２
２
０
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

掲
載
内
容　

救
急
・
防
災
、
住

民
登
録
な
ど
の
各
種
手
続
き
、

福
祉
制
度
、祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
、

市
の
施
設
、
医
療
機
関
な
ど
の

紹
介

広
報
広
聴
課（
☎
21
５
５
１
５
）

３
月
中
に
配
布

市
民
便
利
帳
２
０
１
３

を
発
行

　

「
魚
の
死
骸
が
川
に
浮
い
て

い
る
」「
水
路
に
油
が
流
れ
て
い

る
」
な
ど
、
川
や
水
路
で
異
常

を
発
見
し
た
と
き
は
、
市
役
所

ま
た
は
三
重
河
川
国
道
事
務
所

へ
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
迅
速
で
的
確
な
通

報
が
、
き
れ
い
な
川
と
私
た
ち

の
暮
ら
し
を
守
り
ま
す
。

通
報
先

・・
市
環
境
課（
☎
㉑
５
５
４
２

〔
夜
間
・
休
日
は
☎
㉓
１
１
１

１
〕
）

・・
三
重
河
川
国
道
事
務
所（
☎

０
５
９
・
２
２
９
・
２
２
１
８
）

環
境
課（
☎
21
５
５
４
２
）

川
の
異
常
を
見
つ
け
た
ら

連
絡
を

　

同
公
園
で
は
、
公
園
を
管
理

す
る
㈶
伊
勢
市
霊
園
公
社
が
責

任
を
持
っ
て
、
永
代
に
管
理
供

養
を
す
る
永
代
管
理
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

墓
地
の
承
継
に
つ
い
て
心
配

な
人
は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

永
代
管
理
制
度
を
利
用
す
る
と
…

・・
年
３
回
、
盆
・
彼
岸
前
に
、

墓
所
内
の
清
掃
・
除
草
を
行
い
、

献
花
し
ま
す

・・
年
１
回
、
合
同
供
養
祭
を
行

い
ま
す

伊
勢
や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
28
３
３
６
７
）

永
代
管
理
制
度
の
ご
案
内

広
告

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内
や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費など
の記載のないものは無料です。

みんなの広場

時 3月16日㈯、11:00～15:30　所皇學館大学記念

館　内炉
ろ

煎
せん

茶
ちゃ

席（日
じっ

月
げつ

庵
あん

）、皇
こう

服
ぶく

茶席（広間）、堤
てい

籃
らん

玉露席（野
のだて

点）

皇學館大学煎茶道部・小泉さん（☎090-9958-3746）

卒業茶会

時とき  所ところ  対対象　内内容　定定員
料料金　申申し込み

５月１日号＝３月15日㈮　５月15日号＝３月29日㈮
掲載申し込み締め切り

時 3月9日㈯、14:00～15:30　所日本キリスト教
団山田教会・礼拝堂（市役所裏）　内朗読と歌に

よる東日本大震災復興支援チャリティーコンサ

ート　定 100人（先着順）　料 500円（当日持参）

わらべ・西村さん（☎36-2829）

わらべチャリティーコンサート

時 3月20日㈷、14:00～　所伊勢商工会議所・5階
大ホール　内全国ゴスペルコンテストで1位を取

ったG
ギフツ

ifts をゲストに、愛をテーマにしたコンサ
ート。日本発のJゴスペルをお聞きください。
定 100人

ロバの子ゴスペルクラブ（☎090-9915-6972）

やすらぎの歌ゴスペルコンサート
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　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・
後援などをするイベント情報を案内するコーナーです。
参加費などの記載のないものは無料です。

イベント掲示板

時 3月1日㈮～31日㈰、10:00～16:00　所夢ぎゃ
らりぃ二見・1階（夫婦岩表参道沿い）　内西行に
まつわるパネルや発掘調査品遺物の展示

西行トークin二見2013
時 3月9日㈯、13:00～15:00　所二見公民館　内基
調講演、二見・安養寺跡発掘調査報告、座談会

西行ウォーク～西行ゆかりの地をたずねて～
時 3月10日㈰、10:00～12:00　集合場所 JR 二見浦
駅前　内講師とともに西行ゆかりの地を巡ります
定 20人　料 500円

「そこに、西行がいた!!」展実行委員会事務局
（☎43-2231）

まちかど企画展
「そこに、西行がいた!!」
～西行が愛したまち　二見浦～

時 3月16日㈯、14:00～　所観光文化会館・大ホ
ール　内千住明さん（音楽家）・茂木健一郎さん
（脳科学者）・佐治晴夫さん（宇宙物理学者）によ

る宇宙・音楽・科学をテーマにした知的で楽し

いトークショー、クラシカルな男声ボーカルト

リオ「エスコルタ」のコンサート　料指定SS席
5,500円（前売り5,000円）、指定S席5,000円（前売
り4,500円）、指定A席4,500円（前売り3,900円）、
車いす席・自由席3,500円（前売り3,000円）〔いず
れも中学生以下は半額〕

※前売り券は、チケットぴあ（インターネット）、

　サークルK、サンクス、観光文化会館で販売し
　ています。

※就学前の子どもは入場できません。

※収益は全て、東日本大震災で学業継続が困難

　になった高校生・専門学校生・大学生らを支

　援する「毎日希望奨学金」に寄付します。

毎日新聞「星はうたう」係（☎052-527-8032）

毎日希望奨学金チャリティー in伊勢
トーク＆コンサート「星はうたう」

時 3月9日㈯、①13:00～14:00・②14:00～16:30　
所①せんぐう館、②外宮参道　内①アイルラン
ド音楽の奉納演奏、②アイルランドのシンボルカ

ラー「緑」の物を身に着けてパレードした後、音

楽演奏、バトン演技、マーチングバンドによるド

リル演奏、イセシマンショーなどを行います

INJ三重支部・河口さん（☎27-3222）

セント・パトリックスデー・パレード伊勢

時 3月9日㈯、13:30～15:00　所小俣図書館・2階
ホール　内コーラス小俣の2回目のコンサート。
多くの人に親しまれ歌い継がれている曲や、東

日本大震災復興を願って「明日を信じて」をテ

ーマに「あすという日が」「花は咲く」「ふるさと」

などを合唱します。

コーラス小俣　そよかぜ・R
リ ン

IN（☎23-2598〔中井戸さん〕）

早春コンサート～明日を信じて～

チャイルドラインチャリティー映画
「ちづる」上映会

時 3月31日㈰、14:30～・17:00～（2回上映）
所いせ市民活動センター北館（いせシティプラ
ザ）・2階多目的ホール　内重度の知的障がいと
自閉症のある妹・千鶴とその母を1年にわたり撮
り続け、優しい家族の物語を映し出したドキュ

メンタリー映画「ちづる」の上映会　料大人
1,200円（前売り1,000円）、高校生以下900円（前
売り700円）
※売り上げの一部は、チャイルドラインに電話

　をかけてくる子どもたちへの支援に役立てら

　れます。

NPO法人三重みなみ子どもネットワーク（☎28-5692）

時とき  所ところ  対対象　内内容　定定員
料料金　申申し込み

５月１日号＝３月15日㈮　５月15日号＝３月29日㈮
掲載申し込み締め切り

有料広告募集中有料広告募集中
　広告の規格や申し込み方法など、詳しくは
広報広聴課（☎㉑5515）へ問い合わせるか、
市のホームページをご覧ください。

※これらの広告は企業広告であり、市が広告主
　や商品などを推奨するものではありません。

広
告
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時とき　所ところ　対対象　定定員　申申し込み　問問い合わせ先

  予算額〔平成24年度〕 5,155 万 1千円（市主催分のみ）３月の無料相談
法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けて
　いる場合は、相談を受けることはできません。

時毎週月曜日、13:30～15:30
所広報広聴課（☎㉑5515）
対市内に住所を有する人
定８人（定員を超えた場合は抽選）
申相談日当日の13:15までに広報広聴
課へ来所

時３月７日㈭、13:30～15:30
所小俣保健センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申２月28日㈭～３月６日㈬に、社会福祉
協議会小俣支所（☎㉗0509）へ来所また
は電話の上、相談日当日の13:15までに来所

時３月21日㈭、13:30～15:30
所社会福祉協議会御薗支所（ハートプ
ラザみその北側事務所棟）

対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申３月13日㈬～19日㈫に、社会福祉協
議会御薗支所（☎㉒6617）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所

消費生活・多重債務
（消費者被害の相談・クレジット・消費者金融など）

時月曜日～金曜日、9:00～12:00・13:00
～16:00
所伊勢市消費生活センター〔市役所本
館・２階〕（☎㉑5717）

【司法書士による多重債務相談】
時３月21日㈭、9:30～11:30
所伊勢市消費生活センター
定４人（先着順）
申３月１日㈮・9:00以降、伊勢市消費
生活センター（☎㉑5717）へ電話

時４月４日㈭、13:30～15:30
所福祉健康センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申３月28日㈭～４月３日㈬に、社会福祉
協議会伊勢支所（☎㉗2425）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所
※３月中に申し込みを開始するため、今月号
　に掲載しています。

交通事故
時３月13日㈬、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）
定４人（先着順）
申相談日当日の8:30～14:30に、広報広
聴課へ来所または電話

時月曜日～金曜日、9:00～16:00
所三重県交通事故相談窓口〔三重県栄
町庁舎・3階〕（☎059・228・7350）

行　政

時３月12日㈫、13:00～15:00
所二見生涯学習センター
問二見総合支所地域振興課（☎421111）

時３月19日㈫、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）

時３月26日㈫、13:00～15:00
所小俣公民館
問小俣総合支所地域振興課（☎㉒7858）

登　記

時 ３月12日㈫、13:00～16:00（受け付
けは15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

人　権

時 ３月14日㈭、13:00～16:00（受け付
けは15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

時火曜日・水曜日・金曜日、9:30～16:30
所津地方法務局伊勢支局（☎㉘6158）

公　証 （遺言・契約証明）

時３月７日㈭、13:00～16:00（受け付け
は14:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

家庭児童・女性 （児童虐待・DVなど）

時月曜日～金曜日、9:00～17:00
所こども家庭相談センター〔市役所東
庁舎・２階〕（☎㉑5709）

母　子

時月曜日～金曜日、9:00～17:00
所こども課（☎㉑5561）

乳幼児

時月曜日～金曜日、9:00～16:00
所大世古保育所（☎㉕3676）

小・中学生
（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人
関係・学習など）

時月曜日～金曜日、8:30～17:15
所スマイルいせ〔小俣総合支所・３階〕
（☎㉒7867）

【臨床心理士によるカウンセリング（要予約）】
時月曜日～金曜日、9:00～17:00
対小・中学生、保護者

青少年 （非行問題など）

時月曜日～金曜日、8:30～17:15
所青少年相談センター〔小俣総合支所・
２階〕（☎㉒7894）

就　職

時月曜日・火曜日・木曜日～土曜日、9:00
～18:00
所いせ市民活動センター北館（いせシ
ティプラザ）

対 40歳くらいまでの人または保護者、
学校の進路担当教諭

問いせ若者就業サポートステーション
（☎636603）

障がい者・障がい児
（福祉サービスの利用相談・日常生活や就労の
相談支援など）

時毎日、9:30～18:00（土曜日・日曜日・
祝日は16:30まで）
所障害者相談支援センター「ブレス」
（岩渕2丁目4-9、☎⑳6525）〔訪問によ
る相談も可能〕

高齢者在宅介護

時月曜日～金曜日、8:30～17:15
所地域包括支援センター（☎㉑5583）
　 東地域包括支援センター（☎441165）
　 西地域包括支援センター（☎⑳5055）
　 南地域包括支援センター（☎㉑0080）

時毎日24時間対応
所各在宅介護支援センター〔神路園（☎
㉒6012）、双寿園（☎㉓9231）、白百合
園（☎㉗1511）、山咲苑（☎㉓8000）、正
邦苑（☎381800）、みなと（☎350811）、
楽寿苑（☎㉛0050）、二見ふれあいプラ
ザ（☎434423）、小俣（☎㉗1155）〕

心配ごと

時３月６日㈬、13:30～15:30
所小俣保健センター
問社会福祉協議会小俣支所（☎㉗0509）

時３月13日㈬、13:30～15:30
所福祉健康センター
問社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗2425）

時３月19日㈫、13:30～15:30
所・問 社会福祉協議会御薗支所〔ハート
プラザみその北側事務所棟〕（☎㉒
6617）

時３月27日㈬、13:30～15:30
所・問 社会福祉協議会二見支所〔二見ふ
れあいプラザ内〕（☎433994）
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〒516-8601 伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515　FAX 0596-22-9699
パソコン　http://www.city.ise.mie.jp　　
携帯　http://www.city.ise.mie.jp/m/
Eメール　ise-koho@city.ise.mie.jp
印刷　千巻印刷産業株式会社

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔平成24年度予算〕　約2,400万円（24回分）

発行日／平成25年3月1日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課

広報いせ 第112号
伊勢市
携帯サイト

「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。
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